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歴史

柄・染色

着崩れ

収納・保管

流行  

丹後きものNET

着付け教室の先生に

おびへ こ

お
ざ
わ
さ

や

聞く 浴衣を楽しむ５つの知識

和
装
姿
で
、
授
業
受
け
る

私
た
ち
、
浴
衣
大
好
き
。

　

７
月
15
日
、峰
山
高
等
学
校
弥
栄

分
校
で
は
、「
ゆ
か
た
の
日
」と
し
て

家
政
科
の
生
徒
33
人
が
自
作
の
浴
衣

を
着
て
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
授
業
で
作
る
だ
け
じ
ゃ

も
っ
た
い
な
い
。実
際
に
着
て
、体
感

し
た
い
」と
い
う
生
徒
の
声
で
13
年

前
に
始
ま
っ
た
も
の
。毎
年
、同
科
家

庭
ク
ラ
ブ
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、授
業
の
開
始
に
当
っ
て
、

同
ク
ラ
ブ
会
長
の
小
澤
沙
也
さ
ん（
３

年
）が
、「
浴
衣
を
着
て
、和
の
文
化
に

触
れ
、和
装
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」と

あ
い
さ
つ
。生
徒
た
ち
は
浴
衣
に
着

替
え
、た
す
き
が
け
の
方
法
や
和
装

で
の
立
ち
振
る
舞
い
方
な
ど
を
学
び
、

授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　全日本着物振興会・
着物コンサルタント
として、市内で開催
される着付け教室の
講師を務める。京丹
後市の着物ショーの
プロデュースや網野
高校、峰山高校弥栄
分校でも着付けの講
師として活躍中。

谷　康子 さん
やす

　

丹
後
の
和
装
振
興
対
策
に
取
り

組
む「
丹
後
き
も
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」（
下

参
照
）で
は
、和
装
の
Ｐ
Ｒ
と
観
光

資
源
の
創
出
を
目
的
に
、７
月
15

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
を「
ゆ
か

た
を
楽
し
む
月
間
」と
し
て
浴
衣

着
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

同
団
体
は
７
月
29
日
、浴
衣
の

着
付
教
室「
ゆ
か
た
・
ユ
カ
タ
・
浴

衣　

チ
ャ
レ
ン
ジ
編
」を
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
で
開
催
。高
校
生
や
社
会
人

14
人
が
、着
付
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。参
加
者
は
、谷
康
子
さ

ん
ら
３
人
の
講
師
か
ら
、帯
の
結

び
方
や
着
こ
な
し
方
の
コ
ツ
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月
27
日
か
ら
８
月
２

日
ま
で
を「
ゆ
か
た
を
楽
し
む
日
」

に
設
定
。特
に
７
月
29
日
に
は「
ゆ

か
た
一
斉
着
用
日
」と
し
て
取
り

組
み
、民
間
企
業
や
公
的
機
関
の

窓
口
で
は
、浴
衣
を
着
て
仕
事
を

す
る
職
員
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。（丹後町間人）

　ポリエステルの場合は、自宅で洗える場合がほ
とんどです。木綿なら、ワンシーズンごとにクリ
ーニングして、型崩れを防ぐため、のり付けをし
ましょう。また、帯は洗えないので、天気の良い
時期に、2、3日間陰干ししてから収納しましょう。

　代表的なものは、しま模様など粋な柄の「江戸
前浴衣」と、大きな花などきらびやかな「京浴衣」
があります。

　平安時代の貴族が、入浴するときに使った湯帷子
が原形といわれています。広く庶民に普及したのは
江戸時代で、そのころから浴衣と呼ばれるようにな
ったようです。

　胸元付近が着崩れしてきたら、帯の下から出て
いる「おはしょり」を下に引っ張ると、簡単に直
せます。また、ハンドタオルを持っていると、帯
が下がってきたときに帯の隙間につめることで、
帯が上がって着崩れが防げます。

かたびらゆ

ゆかた

峰山高校
弥栄分校

丹　後
きもの
N E T

楽
し
む
月
間
、
８
月
31
日
ま
で

浴
衣
で
和
装
を
P
R
。

　府、行政2市2町、商工観光団
体、織物団体、金融機関で構成。
和装振興を丹後一円で連携し
て行うことを目的とした団体。

谷講師から帯の結び方の説明を受ける参加者（7月29日、アミティ丹後）

　本市の地場産品である「丹後ちりめん」の普及推進を図る団
体や学校などで、この時季、浴衣を通じて和装PRの取り組みや
着付け教室などが行われました。
　軽くて涼しい浴衣を着て出かけてみませんか。

　女性なら花柄ですね。若いかた
におすすめなのが、ちょう結びの
帯の上からラメの兵児帯を締め、
二重のちょう結びに。（写真＝右）。
とてもかわいくなります。
　男性なら、帯の代わりに幅広のレザーベルトを
巻いたり、ジーンズをはく人に見かける鉄のチェ
ーンを帯から下げたりするのも若いかたの間では
流行っているようです。

たに

ゆかた
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山本 由紀子さん

昭和59年8月生まれの26歳。峰山高
校から大阪府内の大学へ進学。卒業
後は京阪神でサービス業に従事し、
京都北都信用金庫に就職すると同時
に帰郷。今年３月からは、窓口業務
を担当している。

プロフィール （大宮町河辺）
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久
美
浜
は
農
業
が
盛
ん
。
集
落
の

中
で
水
田
を
守
る
こ
と
が
集
落
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。
課
題
を
見
い
だ
す
中
で
、
将

来
の
展
望
が
開
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　

本
市
の
特
徴
と
し
て
、
農
業
が
あ
り
、

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
久
美
浜
町
は

市
内
農
地
の
３
分
の
１
、
農
家
戸
数
の
４
分
の

１
を
占
め
る
。
農
業
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、

期
待
し
て
い
る
。

　
　
　

市
場
区
は
、
専
業
農
家
が
３
軒
あ
る
が
、

65
歳
以
上
が
６
割
あ
り
高
齢
化
が
問
題
。

　
　
　

甲
山
区
も
高
齢
化
が
課
題
で
、
将
来
に

不
安
が
あ
る
。

　
　
　

金
谷
区
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
多
く
飛
来

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
。

　
　
　

鹿
野
区
は
、
一
集
落
一
農
場
方
式
で
法

人
経
営
し
て
い
る
。

　
　
　

平
田
区
で
は
、
高
齢
化
で
耕
作
放
棄
地

が
発
生
し
始
め
た
平
成
16
年
に
営
農
組
合
を

設
立
し
た
。
現
在
の
組
合
員
13
人
の
う
ち
、
半

数
は
非
農
家
。
機
械
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

コ
ン
バ
イ
ン
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
、
な
ん
と

か
赤
字
を
出
さ
な
い
よ
う
に
経
営
し
て
い
る
。

　
　
　

女
布
区
や
近
隣
集
落
で
も
高
齢
化
に

よ
り
作
れ
な
い
人
が
い
る
。
私
は
、
尉
ヶ
畑

区
か
ら
関
区
ま
で
広
範
囲
で
稲
作
し
て
お
り
、

独
自
の
ル
ー
ト
で
京
都
市
内
を
中
心
に
特
別

栽
培
米
を
販
売
し
て
い
る
。

　
　
　

丹
後
は
す
ば
ら
し
い
米
の
産
地
。
京
都

市
に
あ
る
「
ほ
っ
と
丹
後
」
で
は
、
丹
後
の
農

産
物
は
す
ぐ
に
売
れ
る
。
特
徴
の
あ
る
米
作
り

が
重
要
だ
。
安
心
・
安
全
な
産
物
な
ど
、
出
口

を
共
有
す
る
こ
と
で
経
営
の
あ
り
方
も
考
え

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　　
　

久
美
浜
は
集
落
数
が
多
い
の
で
、
地
域
に

よ
っ
て
土
地
の
貸
借
の
ル
ー
ル
な
ど
に
違
い

が
あ
る
。
担
い
手
が
農
地
を
借
り
や
す
く
す
る

た
め
に
、
集
落
間
の
ル
ー
ル
を
一
本
化
し
て
い

く
場
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

他
の
地
域
と
情
報
交
換
や
、
情
報
共
有

は
必
ず
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

農
業
自
治
と
い
う
か
、
農
業
組
織
の
新
し

い
形
が
な
い
か
。
規
模
拡
大
を
し
て
も
、
農
地

が
点
在
し
て
い
れ
ば
計
画
的
な
作
付
け
が
で

き
な
い
。
条
件
の
悪
い
農
地
で
も
、
団
地
化
し

て
借
り
る
こ
と
で
効
率
の
良
い
営
農
が
可
能

に
な
る
。
農
業
を
や
り
た
い
人
が
や
り
や
す
い

よ
う
な
地
域
農
業
の
仕
組
み
が
必
要
だ
。

　
　
　

受
託
の
ル
ー
ル
・
条
件
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
。
道
路
が
狭
い
と
受
委
託
も
進
ま
な
い

の
で
基
盤
整
備
も
必
要
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
ほ
場
整
備
事
業

に
加
え
て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
や

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
に

よ
り
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

せ
め
て
旧
村
単
位
で
一
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
意
見
調
整
で
き

る
環
境
が
あ
れ
ば
と
思
う
。
共
通
の

目
的
を
持
て
ば
、
土
地
の
利
用
も
進

み
、
適
地
適
作
が
実
現
で
き
る
。

　
　
　

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交

付
金
は
今
年
度
か
ら
も
形
を
変
え
て

続
け
て
い
く
。事
業
の
使
い
に
く
い
と

こ
ろ
は
要
望
し
て
も
ら
い
、制
度
で
解

決
で
き
る
と
こ
ろ
は
変
え
て
い
き
た
い
。

　　
　
　

口
三
谷
区
で
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
20
人
で
営
農
し
て
い
る
。
活
性
化
協
議

会
の
調
査
に
よ
る
と
、
25
年
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
と
き
よ
り
も
「
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た

人
が
増
え
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
集
落
で
ま
と

ま
っ
て
営
農
し
て
き
た
こ
と
、
運
動
会
や
ド
ラ

ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
へ
の
参
加
な
ど
農
業
を
離

れ
て
も
交
流
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

甲
坂
区
で
は
、
ふ
る
さ
と
共
援
活
動
支

援
事
業
で
大
学
生
が
来
て
農
業
の
手
伝
い
な

ど
を
し
て
く
れ
る
。
限
界
集
落
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
外
部
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
村
が
元
気

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
行
政
の
力
は

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

　　
　
　
　
　

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
と
し
て
、各
地
区
の
現
状
を
全
体
で

共
有
し
ま
し
ょ
う
。等
楽
寺
区
は
、昭
和

38
年
豪
雪
の
と
き
は
、１
０
０
世
帯
あ
っ

た
が
、今
は
35
世
帯
90
人
。集
落
内
は
人

通
り
が
少
な
く
、寂
し
い
状
況
だ
。

　
　
　
　

当
地
区
も
、平
成
10
年
に
80
あ

っ
た
世
帯
が
、現
在
は
68
世
帯
ま
で
減
少

し
た
。後
継
者
が
都
会
に
出
て
行
き
、空
き

家
も
多
い
。

　
　
　
　

地
元
に
人
が
残
る
た
め
に
は
、

や
は
り
仕
事
が
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
　

産
業
が
活
性
化
す
れ
ば
、雇
用
が

生
ま
れ
、そ
れ
に
伴
っ
て
地
域
も
活
性
化

す
る
。若
者
が
帰
郷
で
き
る
仕
事
場
を
作

る
た
め
に
、企
業
誘
致
な
ど
に
精
一
杯
努

力
し
て
い
る
。

　　　
　
　
　

集
落
の
活
性
化
は
、ど
う
活
気
付

か
せ
る
か
が
重
要
だ
。い
ろ
い
ろ
な
祭
り
を

催
し
て
活
気
が
出
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

納
涼
祭
、福
祉
祭
、秋
祭
り

の
黒
部
三
大
祭
り
を
開
催
し
、青
年
会
、

婦
人
会
、老
人
会
い
ず
れ
も
意
欲
的
に

活
動
し
て
い
る
。毎
年
、七
夕
祭
り
も

実
施
し
て
、独
居
老
人
の
か
た
を
招
待

し
て
い
る
が
、招
待
数

は
４
年
前
の
３
倍
、
30

人
に
増
え
た
。確
実
に

高
齢
化
は
進
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

毎
年
10
月
、秋
祭
り
が
実
施
さ

れ
る
。伝
統
あ
る「
踊
り
子
」が
あ
る
が
、

踊
り
子
と
な
る
子
ど
も
が
４
人
し
か
お
ら

ず
、祭
り
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

府
営
・
市
営
の
住
宅
に
80
世
帯
あ

り
、区
民
の
半
数
を
占
め
る
。若
い
夫
婦
が

増
え
、子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
て
活
気
も

あ
る
。た
だ
、区
費
の
未
納
問
題
も
抱
え
、

新
旧
の
町
並
み
が
併
存
す
る
中
で
全
体
を

ど
う
ま
と
め
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

　
　
　
　

壮
健
会
、シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
、婦

人
会
と
組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
20

歳
か
ら
65
歳
ま
で
が
全
体
の
45
㌫
を
占
め

て
お
り
20
年
後
ま
で
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
。

地
区
内
の
組
織
作
り
が
大
切
だ
。

　
　
　
　
　

39
世
帯
が
独
居
老
人
だ
。防

災
の
観
点
か
ら
も
点
検
が
必
要
だ
。隣
組

の
再
編
も
検
討
し
て
お
り
、高
齢
化
す
る

中
で
今
後
の
区
・
隣
組
の
地
域
活
動
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

各
区
と
も
共
通
し
て
、人
口

の
減
少
や
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、空
き
家
や
農

地
・
水
路
な
ど
の
管
理
が

難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。今

後
、各
区
の
意
見
を
踏
ま

え
て
解
決
に
向
け
た
議

論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。今
年
度
の
区
長
会

で
は
、大
集
落
、小
集
落

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対

し
て
、個
別
に
議
論
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

　　
　
　

各
区
の
現
状
を

聞
く
と
、す
べ
て
が
切
実

な
問
題
で
あ
り
、行
政
と

し
て
も
、解
決
に
向
け
て

地
域
と
協
働
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。普

段
は
無
駄
だ
と
思
う
も
の
で
も
、見
る
角

度
を
変
え
る
と
光
る
宝
石
と
な
る
こ
と
が

あ
る
。最
後
は
、「
人
」が
大
切
に
な
っ
て

く
る
。

増
馬

清
水

補
足
説
明
（
市
職
員
）

關

關 關せ
き

越
江

能
勢

平
林

今
井

山
本

稲
垣

堤
区

黒
部
区

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

船
木
区

上
本
会
長

吉
沢
区

黒
部
区

木
橋
区

和
田
野
区

今
西
会
長

外
村
区

出席者（順不同・敬称略）
上本敏信（区長連絡協議会長）・清水義夫・坂本光明・越江雅夫・稲垣勝・關昌弘
今井正吉・平林保信・山本芳弘・増馬広之・能勢清人・中山泰市長ほか関係課職員

出席者（順不同・敬称略）
等楽寺（今西欽一（区長連絡協議会長））・堤（今西俊明）・溝谷（西井利治）・外村（金久重太郎）・船木（平田貫治）
黒部（吉岡徹、小谷實）・井辺（平林敏男）・木橋（藤原誠一郎、吉岡重喜）・和田野（藤田太、川戸良昌、有田光亨）
鳥取（坪倉義英）・市議会議員（行待実、吉岡豊和、平林智江美、大下倉禎介）・中山泰市長ほか関係課職員

今
西
会
長

せき

水
田
を
守
る
こ
と
が
集
落
を
守
る

地
域
の
ル
ー
ル
を
一
本
化
す
る

農
業
を
離
れ
て
も
交
流

人
通
り
が
少
な
く
て
寂
し
い

祭
り
で
活
気
付
け
た
い

区
の
ま
と
め
方
が
課
題
。
隣
組
再
編
も

見
る
角
度
で
、

　
　  

光
る
宝
石
に

区
長
会
、
解
決
に
向
け
個
別
に
議
論

5 2011.08

　久美浜町で7月21日、弥栄町で同29日、「市長の地域づ
くり出前座談会」が開かれました。「地域主催型」（各町の
区長連絡協議会が主催）の広聴事業としては、初めての試み。
各地区の代表者らが参加し、将来の地域づくりについて、
市長を交えてざっくばらんに語り合いました。座談会の概
略を紹介します。

久
美
浜
町 弥

栄
町

Yasaka

Kumihama

地
域
農
業
を
守
っ
て

い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

集
落
機
能
を

充
実
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り

地
区
代
表
者
ら
が
出
席

営
農
組
合
代
表
者
ら
が
出
席

テーマ

テーマ

※網野町でも8月５日に開催（次号で紹介予定）

地域の将来語り合う
市長の出前座談会

特 集
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関西電力㈱の「でんき予報」（注）で、非常に厳しい電
力の需給状況が予想される場合には、市役所、各庁
舎（5市民局）、福祉事務所、消防署、各地域公民館（6
施設事務室）および学校施設（保健室、給食調理室は
除く）のエアコンを停止

　　  （注）「でんき予報」＝関西電力㈱が提供する管内の予想最大電力やピーク
　　　　  時の供給力などの情報。　

　緊急時の節電対応が必要なときは、防災行政無線を
通じて市民の皆さんにも節電を呼び掛ける予定とし
ています。なお、高齢者や小さなお子さんのいる家庭
などでは、こまめに水分補給を行うなど熱中症などに
は十分気を付けていただき、無理のない範囲での取り
組みをお願いします。

取り組み期間：7月1日から9月30日まで

冷房の温度設定の引き上げ
通常28℃を29℃に引き上げ。

照明の間引き点灯および不要な照明の消灯
間引き点灯として約3割を消灯。昼休みは窓口等を除

き全消灯。

エアコンフィルターの定期清掃
2週間に1回程度の実施。

会議室の使用時間制限
13時から16時までの間、会議室の使用を控える。

廃棄物処理施設（峰山クリーンセンター）の運転調整
破砕作業を午前9時までと午後4時以降および日曜に

シフト。

下水処理施設の運転調整
エアレーション作業の深夜へのシフトおよび汚泥の

脱水作業を土、日曜にシフト。

し尿処理施設の運転調整
汚泥脱水焼却作業を土、日曜にシフト。

エコエネセンターの売電で、1.3％の削減効果

　市エコエネルギーセンター（弥栄町船木）では、ピー
クカット対策に参加しています。昼間に集中運転し、
電力需要のピーク時に売電することで約1.3％の削減
が見込まれます。この売電電力を含むと、全体でおよ
そ18.1％の削減効果があります。

1 主な取り組み内容（約16.8％削減）

2 緊急時の取り組み内容（約4.6％削減）

　東日本大震災による原子力発電所事故の影響により、今夏のピーク時における電
力不足が懸念されています。市では、これまでからクールビズの導入など節電対策
を行ってきていますが、次のとおりさらなる節電対策に取り組んでいます。ご来庁
の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

ふな き

環境バイオマス推進課（　69‐0480）または総務課（　69‐0140）

　

市
は
、
保
有
す
る
行
政
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
政

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
市
政
の
よ
り
公
正
な
運
営
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

公
開
請
求
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
も
行
え
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

22
年
度
分 

市
情
報
公
開
制
度

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（注）1件の請求に対して2つ以上の決定をする場合があります
　　ので、請求と決定内容の件数は必ずしも一致しません。却
　　下には不存在および存否応答拒否の件数を含めています。
　　※表中カッコ内の数字は、電子申請による請求または決定
　　件数

実施機関 請求件数 請求に対する決定内容
公開 部分公開 非公開 却下 取り下げ

市　　　長 1,088 1,054 43 7 13 6
（963）（951）（23）（6）（0）（3）

教育委員会 19 17 2 0 0 0（10）（9）（1）
選挙管理委員会 0 － － － － －
公平委員会 0 － － － － －
監 査 委 員 0 － － － － －
農業委員会 0 － － － － －
固定資産評価審査委員会 0 － － － － －
消　防　長 2 2 0 0 0 0（2） （2）
議　　　会 4 2 0 0 2 0（0） （0）
合　　　計 1,113 1,075 45 7 15 6

（975）（962）（24）（6）（0）（3）

「
く
ら
し
」
の
こ
と
、「
し

ご
と
」
の
こ
と
、
一
人
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

京
丹
後
市
『
く
ら
し
』
と
『
し
ご
と
』

の
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

あ
な
た
の
問
題
の
解
決
方
法
を
一
緒

に
考
え
、
あ
な
た
に
必
要
な
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
を
探
し
ま
す
。
私
た
ち
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●相談時間：月～金曜（祝日・年
　末年始除く）　9:00～17:00
　 0120-125-294
　（時間外は健康長寿福祉部生活福祉課に転送）

　yorisoishien@mint.ocn.ne.jp
　http://yorisoishien.com/HP
京丹後市『くらし』と『しごと』
の寄り添い支援センター
京丹後市峰山町杉谷691（市社会福
祉協議会峰山支所内に併設）

HP＝ホームページ＝Eメール

府
は
、
平
成
27
年
度
の
単
年

度
赤
字
額
を
10
億
８
３
０
０
万

円
と
試
算
し
た
上
で
、
人
件
費

削
減
や
利
用
促
進
策
、
運
賃
の

引
き
上
げ
、
運
行
本
数
の
削
減

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
５
つ
の

試
案
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事

例
研
究
）
と
し
て
作
成
。
現
在
、

１
日
の
特
急
列
車
21
便
と
普
通

列
車
82
便
の
運
行
本
数
を
、
▼

普
通
列
車
を
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス

用
の
６
便
の
み
と
す
る
▼
普
通

列
車
を
通
勤
・
通
学
用
の
43
便

に
減
便
す
る
▼
特
急
・
普
通
列

車
を
１
時
間
に
１
便
と
す
る
▼

利
用
客
が
少
な
い
時
間
帯
の
運

行
本
数
を
減
ら
し
、
特
急
列
車

は
18
便
、
普
通
列
車
は
44
便
と

す
る
―
―
な
ど
と
い
う
も
の
。

こ
れ
ら
ダ
イ
ヤ
見
直
し
な
ど
に

よ
る
赤
字
削
減
効
果
額
は
約
２

億
円
か
ら
４
億
円
に
な
る
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
試
案
に
対
し
、
中

山
市
長
は
「
鉄
道
は
地
域
に
と
っ

て
の
公
共
財
で
あ
り
、
公
益
面

の
有
効
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

単
に
採
算
だ
け
で
捉
え
る
べ
き

で
は
な
く
、外
部
経
済
効
果
を
も
っ

と
評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
主
張
。
さ
ら
に
「
規
模
縮
小
ば

か
り
で
な
く
、
利
用
促
進
策
の

成
果
が
赤
字
補
て
ん
額
の
抑
制

に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
他
の
出
席
者
か
ら

も
「
攻
め
の
試
算
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
検
討
会
の
新
聞
報
道

を
受
け
て
、
市
観
光
協
会
の
福

山
勝
久
会
長
は
「
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
魅

力
を
つ
く
る
こ
と
が
先
決
で
、

〝
赤
字
を
減
ら
し
た
ら
よ
し
〞

と
す
る
合
理
化
策
で
は
意
味
が

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。

ま
た
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
に
取
り
組
む
市
商

工
会
の
藤
村
肇
事
務
局
長
も
「
利

便
性
が
下
が
れ
ば
利
用
者
も
減
っ

て
し
ま
う
。
赤
字
削
減
の
た
め

の
合
理
化
策
だ
け
で
は
、
地
域

振
興
の
姿
が
見
え
な
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
見
直
し
で
２
〜
４
億
円
削
減

赤
字
削
減
あ
り
き
の
合
理
化
を
懸
念

KTR片道上限200円乗車社会実験で土、日曜の乗客数が増加（写真は６月26日撮影）

森　 豊彦さん

田畑 信夫さん

　

市
は
、「
水
と
緑
の
里
づ
く
り
支
援
員
」
に
、
網
野
町
仲
禅
寺
担
当

と
し
て
森
豊
彦
さ
ん
（
峰
山
町
新
町
）
を
、
弥
栄
町
味
土
野
担
当
と
し

て
田
畑
信
夫
さ
ん
（
弥
栄
町
須
川
）
を
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
し
ま
し
た
。
担

当
地
区
の
発
展
の
た
め
に
、
区
長
を
は
じ
め
地
域
住
民
と
連
携
し
な

が
ら
、
集
落
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

集
落
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

水
と
緑
の
里
づ
く
り
支
援
員
に
森
さ
ん
と
田
畑
さ
ん

まちづくり

ち
ゅ
う
ぜ
ん

じ

み

ど

の

す

が
わ

市役所の節電対策

冷房温度引き上げなどで16.8%削減
節電対策

情報公開

「
合
理
化
だ
け
で
な
く
攻
め
の
姿
を
」

「
合
理
化
だ
け
で
な
く
攻
め
の
姿
を
」

２
回
目
の
北
部
地
域
総
合
公
共
交
通
検
討
会

２
回
目
の
北
部
地
域
総
合
公
共
交
通
検
討
会

２
回
目
の
北
部
地
域
総
合
公
共
交
通
検
討
会

　

赤
字
経
営
が
続
く
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
経
営
改
善
策

を
考
え
る
「
北
部
地
域
総
合
公
共
交
通
検
討
会
」（
座
長
、
正
司
健
一
・

神
戸
大
教
授
）
の
２
回
目
の
会
合
が
７
月
20
日
、
京
都
市
上
京
区
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
府
か
ら
検
討
の
取
り
掛
か
り
材
料
と
な
る
複
数
の
試

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
経
営
改
善
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
示
さ
れ
る

公共交通

7月20日
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市
は
７
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日

間
、東
京
都
江
東
区
の
東
京
国
際
展
示
場（
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
で
開
か
れ
た
「
企
業
立

地
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」
に
参
加
し
、
新
た
な

立
地
先
を
求
め
て
い
る
企
業
の
誘
致
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め

る
自
治
体
と
最
適
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や
雇

用
確
保
を
求
め
る
企
業
を
結
び
付
け
る
た

め
、
日
本
経
営
協
会
が
毎
年
開
催
。
今
年
は

自
治
体
や
関
連
団
体
・
企
業
な
ど
91
機
関

が
出
展
し
、
本
市
の
専
用
ブ
ー
ス
に
は
期

間
中
、
約
１
６
０
社
が
訪
れ
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
森
本
工
業
団
地
を
は
じ

め
と
す
る
市
内
の
事
業
用
地
や
企
業
立
地

の
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
展

示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
よ
り
来
場

者
に
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

形
式
で
本
市
の
魅
力
や
誘
致
方
針
な
ど
を

企
業
の
担
当
者
に
説
明
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
情
報
提
供
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

構成機関・団体が連携して活動していくこ
とが確認された協議会（市役所峰山庁舎で）

“女性の視点”の必要性を説く講師の川
畑さん（峰山地域公民館で）

　
「
京
丹
後
市
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会
」
の
初
会
合
が
７

月
27
日
、
市
役
所
峰
山
庁
舎
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
後
、
本
市
が
目
指
す
「
誰
一
人
と

し
て
置
き
去
り
に
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
て
、
市
「
く
ら
し
」
と
「
し

ご
と
」
の
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
（
今
年

４
月
20
日
開
設
）
と
の
連
携
を
密
に
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
峰
山
公
共
職
業
安
定
所

や
み
ね
や
ま
福
祉
会
、
労
協
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
豊
岡
な
ど
16
の
機
関
・

団
体
で
構
成
。
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
支
援
や
活
動
内
容
の
評
価
を
中
心

に
行
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
会
長
に
市
社
会
福
祉
協

議
会
常
務
理
事
の
谷
口
宗　

さ
ん（
峰
山
町
）、

副
会
長
に
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

の
井
本
好
信
さ
ん
（
網
野
町
）
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
。
事
務
局
（
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
）

か
ら
相
談
件
数
や
支
援
活
動
状
況
な
ど
が

報
告
さ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
「
き
ょ

う
た
ん
ご
市
民
の
つ
ど
い
」
が
７
月
10
日
、

弥
栄
地
域
公
民
館
（
弥
栄
町
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
明
る
い
社
会
の
実
現
を
テ
ー
マ
に

し
た
児
童
生
徒
の
標
語
や
作
文
発
表
な
ど

が
あ
り
、
来
場
者
た
ち
が
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に

向
け
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

市
や
市
更
生
保
護
協
会
、
市
保
護
司
会
な

ど
で
構
成
す
る
市
推
進
委
員
会
（
委
員
長
・

中
山
市
長
）
が
主
催
し
、
同
運
動
の
強
調
月

間
で
あ
る
７
月
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

「
コ
ー
ラ
ス
弥
栄
野
」
に
よ
る
歌
の
合
唱

で
開
式
。
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
や
１
１
６
６

点
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
小
学
５
、６

年
生
の
優
秀
標
語
６
点
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
２
９
８
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

中
学
生
の
優
秀
作
文
６
点
が
紹
介
さ
れ
、
こ

の
う
ち
５
人
が
作
品
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ
の
大
学
」
の

基
礎
講
座
が
７
月
６
日
、
峰
山
地
域
公
民

館
（
峰
山
町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
と

よ
な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」（
大

阪
府
豊
中
市
）
の
相
談
担
当
主
任
で
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
川
畑
真
理
子
さ
ん
が
「
女

性
の
視
点
か
ら
考
え
る
防
災
」
に
つ
い
て

講
演
し
、
約
60
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

同
講
座
は
、
市
や
市
女
性
連
絡
協
議
会
、

府
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
主
催

し
、「
災
害
と
女
性
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ

た
も
の
で
す
。

講
演
で
川
畑
さ
ん
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
自
ら
の
被
災
体
験
談
と
、
被
災
者
か

ら
の
相
談
で
明
ら
か
に
な
っ
た
雇
用
や
家

庭
に
お
け
る
男
女
間
の
格
差
問
題
に
つ
い

て
事
例
を
紹
介
。
こ
れ
ま
で
の
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、「
避
難
所
開
設
な
ど
の
災
害

対
策
に
は
、
必
ず
〝
女
性
の
視
点
〞
を
盛

り
込
む
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

森本工業団地などをPRする市のブ
ース（東京国際展示場で）

優秀作文を読み上げる受賞者たち（弥栄地域公
民館で）

　

全
国
の
１
２
３
市
区
町
村
が
連
携
し
て
自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
る

「
い
の
ち
さ
さ
え
る
真
心
あ
ふ
れ
る
社
会
づ
く
り
市
区
町
村
連
絡
協
議
会（
通
称
、

自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
市
区
町
村
会
）」の
設
立
総
会
が
７
月
８
日
、東
京
都
内

で
開
か
れ
ま
し
た
。今
後
、各
自
治
体
が
取
り
組
む
施
策
な
ど
の
情
報
の
共
有
化

や
意
見
交
換
、国
へ
の
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
し
て
、〝
自
殺
に
決
し
て
至
ら
せ

な
い
〞
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

む
ね
ひ
ろ

　

市
は
、
透
明
で
公
正
な
会
議
運
営
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
知
る
権
利

の
確
保
と
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
審
議
会
な
ど
の
会

議
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
12
の
審
議
会
な
ど
を
公
開
し
ま

し
た
。

　非公開とした会議（カッコ内は開催回数）

　　◇京丹後市自治功労者等審査委員会（1回）
　　◇京丹後市情報公開・個人情報保護審査会（1回）
　　◇京丹後市民生委員推薦会（2回）
　　◇京丹後市障害程度区分等認定審査会（12回）
　　◇京丹後市介護認定審査会（131回）
　　◇京丹後市奨学金選考・検討委員会（1回）

平成22年度の審議会などの公開状況

男女共同参画審議会など12会議を公開
情報公開

公開した会議 回数 傍聴人数
京丹後市国民保護協議会 1 0
京丹後市防災会議 1 0
京丹後市行財政改革推進委員会 3 0
京丹後市男女共同参画審議会 6 1
京丹後市まちづくり委員会 7 0
京丹後市子ども未来まちづくり審議会 10 16
京丹後市健康と福祉のまちづくり審議会 1 0
京丹後市国民健康保険運営協議会 3 0
京丹後市上下水道事業審議会 5 0
京丹後市スポーツ振興審議会 3 0
京丹後市立図書館協議会 2 0
京丹後市文化財保護審議会 4 0

　

国
内
の
自
殺
者
は
、
平
成
10
年
以
降
連

続
し
て
年
間
３
万
人
を
突
破
。
対
策
に
取

り
組
む
自
治
体
の
多
く
が
実
務
上
の
課
題

や
問
題
点
を
抱
え
て
お
り
、
社
会
全
体
の

問
題
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

同
会
の
設
立
は
、「
自
殺
に
決
し
て
至
ら

せ
な
い
社
会
づ
く
り
を
み
ん
な
で
目
指
そ

う
」
と
本
市
が
提
案
。
全
国
の
自
治
体
に
呼

び
掛
け
、
38
都
道
府
県
の
市
区
町
村
（
１

２
３
自
治
体
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
内
閣
府

参
与
の
清
水
康
之
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
」
も
中
心
的
に
事
務
局
と

し
て
参
画
し
ま
す
。

総
会
で
は
、
発
起
人
の
中
山
市
長
が
「
自

殺
対
策
は
〝
人
の
命
を
ま
も
る
〞
た
め
の

福
祉
で
あ
り
、
福
祉
や
行
政
の
原
点
に
つ

な
が
る
も
の
。
多
く
の
経
験
を
持
ち
寄
っ
て
、

命
が
一
番
大
切
に
さ
れ
、
ま
す
ま
す
尊
ば

れ
る
社
会
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、運
営
基
本
方
針
や
規
約
を
承
認
。

自
殺
対
策
の
担
当
者
が
取
り
組
み
を
共
有

し
、
意
見
交
換
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
す
る
こ
と
や
、
共
同
相
談
窓
口
の
設

置
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

小松慶三委員を選任

東京都内で開かれた「自殺のない社会づくり市区町村会」の設立総会

黄

川
畑
真
理
子
さ
ん
が
講
演

災
害
対
策
に「
女
性
の
視
点
を
」

市民

児
童
生
徒
の
標
語
と
作
文
を
発
表

明
る
い
社
会
の
実
現
へ「
市
民
の
つ
ど
い
」

人権

「
企
業
立
地
フ
ェ
ア
」に
出
展

積
極
的
な
企
業
誘
致
を
展
開

産業

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会

寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
を
支
援

福祉

〝
自
殺
に
決
し
て
至
ら
せ
な
い
〞
社
会
づ
く
り
へ

 

全
国
の
自
治
体
が
連
携

「
自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
市
区
町
村
会
」
が
設
立

保健

けい ぞう

教育委員長に

　

市
教
育
委
員
会
は
、
７
月
８
日
に
開
催
し
た
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お

い
て
、
教
育
委
員
長
に
小
松
慶
三
委
員
を
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
し

ま
し
た
。
任
期
は
今
年
７
月
８
日
か
ら
１
年
間
。
ま
た
、
委
員
長
職
務
代

理
者
に
は
、
文
珠
清
道
委
員
を
指
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
今
年
７
月
３
日

か
ら
１
年
間
で
す
。

教育委員長
小松 慶三 委員

教育委員長職務代理者
文珠 清道 委員

人事

も
ん
じ
ゅ

け
い
ぞ
う
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（代）

（代）

　

　

  
 

野田川橋梁（仮称）橋梁工事〔宮津市須津地
内、平成23年7月撮影〕

　

京
都
第
二
外
環
状
道
路（
通
称「
に
そ
と
」）は
、大
枝
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）か
ら

久
御
山
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
総
延
長
15・
７
㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
。現
在
、大

枝
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）か
ら
大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
間
の
延
長
約
10
㌔
に
つ
い

て
、平
成
24
年
度
末
の
供
用
を
目
指
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
は
、

鳥
取
県
鳥
取
市
か
ら
兵
庫
県
豊

岡
市
を
経
て
京
都
府
宮
津
市
へ

至
る
延
長
約
１
２
０
㌔
の
地
域

高
規
格
道
路
。そ
の
う
ち
野
田
川

大
宮
道
路
は
、現
在
与
謝
天
橋
立

Ｉ
Ｃ
か
ら
大
宮
森
本
Ｉ
Ｃ（
仮

称
）間
の
延
長
約
４
・
３
㌔
に
つ

い
て
、平
成
20
年
代
半
ば
の
開
通

を
目
指
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

 

西
山
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）奥
海
印
寺
工
区
・
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事〔
長
岡
京
市
奥
海

印
寺
地
内
、平
成
23
年
４
月
撮
影
〕　

沓
掛
高
架
橋（
仮
称
）橋
梁
工
事〔
京
都
市
西
京

区
大
枝
沓
掛
町
地
内
、平
成
23
年
６
月
撮
影
〕　

長
岡
京
第
３
高
架
橋（
仮
称
）橋
梁

工
事〔
長
岡
京
市
下
海
印
寺
地
内
、平
成
23
年
６
月
撮
影
〕　 お

お
え

　 改良工事〔京丹波町中台地内、平成23年7
月撮影〕　改良工事〔京丹波町粟野地内、平
成23年4月撮影〕　改良工事〔京丹波町井脇
地内、平成23年4月撮影〕　才原高架橋橋梁
工事〔京丹波町才原地内、平成23年4月撮
影〕　大朴川橋橋梁工事〔京丹波町大朴（お
ぼそ）地内、平成23年3月撮影〕　桧山高架
橋橋梁工事〔京丹波町大朴地内、平成23年7
月撮影〕　丹波第一トンネル工事〔京丹波町
森地内、平成23年4月撮影〕 　曽根川橋橋梁
工事〔京丹波町森地内、平成23年7月撮影〕
　丹波第一トンネル坑口から丹波第二トン
ネル坑口を望む、平成23年7月撮影〕 

京
都
縦
貫
自
動
車
道 

丹
波
綾
部
道
路
工
事 

着
々
と 

京
都
縦
貫
自
動
車
道 

丹
波
綾
部
道
路
工
事 

着
々
と 

■ 

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道 

野
田
川
大
宮
道
路

■ 

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道 

野
田
川
大
宮
道
路

平
成
24
年
度
末
供
用
予
定

普段見ることができない工事現場の様子を写真で紹介

 

■ 

京
都
縦
貫
自
動
車
道 

京
都
第
二
外
環
状
道

■ 

京
都
縦
貫
自
動
車
道 

京
都
第
二
外
環
状
道

　

丹
波
綾
部
道
路
は
、京
都
縦
貫
自
動
車
道（
全
長
約
１
０
０
㌔
）
の
一
部
区

間
を
構
成
し
、綾
部
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
丹
波
Ｉ
Ｃ
間
を
結
ぶ
総
延
長
29・
２
㌔
の
自

動
車
専
用
道
路
。京
都
府
中
部
お
よ
び
北
部
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、物
流
の
効
率
化
、さ
ら
に
は
国
道
27
号
な
ど
に
対
す
る
代
替
機
能
の
確
保

な
ど
を
目
的
に
し
た
道
路
で
す
。現
在
、京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
か
ら
丹
波
Ｉ
Ｃ
間

の
延
長
18・
９
㌔
に
つ
い
て
、平
成
26
年
度
の
供
用
を
目
指
し
て
着
々
と
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
―
久
御
山
Ｉ
Ｃ
、平
成
26
年
度
に
全
線
開
通
へ

未
開
通
区
間（
18・
９
㌔
）の
事
業
進
む

供
用
開
始
は
平
成
26
年
度
の
見
通
し

未
開
通
区
間（
18・
９
㌔
）の
事
業
進
む

供
用
開
始
は
平
成
26
年
度
の
見
通
し

国
交
省 

近
畿
地
方
整
備
局 

京
都
国
道
事
務
所

　

０
７
５
‐
３
５
１
‐
３
３
０
０　

国
交
省 

近
畿
地
方
整
備
局 

福
知
山
河
川
国
道
事
務
所

　

０
７
７
３
‐
２
２
‐
５
１
０
４　

京
都
府
道
路
公
社 

建
設
事
務
所

　

０
７
７
２
‐
２
２
‐
６
５
８
０

問

問

問
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網
野
・
長
田
区
で「
寛
平
法
皇
祭
」

地元関係者から試作品について意見や感想を聞き取る学生たち
（丹後町の間人水産会館で）

　弥栄町田中区の白滝ほ場にあるハス池で7月10日、「蓮
の花を愛でる野点の会」が開かれました。100人を超え
る人が訪れ、咲き始めたハスの花とお茶を楽しみました。
　同ほ場一帯では、野間活性化グループ（羽賀義昌代表）
が同志社大学や京都建築大学校の学生たちと体験型の
環境保全学習活動「白滝プロジェクト」を展開。この6
月には間伐材を活用したデッキをハス池内に整備し、
今回お茶席を設けて来訪者をもてなすこととしました。
　来訪者たちは、女性グループ「ウインズやさか野」の
今西茅織代表たちによるお茶の接待を受けながら、自
然の中で優雅なひとときを過ごしていました。

　「間人ガニ」に続く新たな地域ブランド
商品の開発を手掛けている同志社大学の
学生たち5人が7月9日、間人水産会館（丹
後町）で新商品の企画案を発表しました。
地元の水産業者や旅館業者などが参加し、
学生の提案について意見交換しました。
同大学が開講しているプロジェクト科

目の「京丹後漁業活性化プロジェクト」。
学生と地域が協力して、間人港で水揚げ
される魚介類などの水産物を使った商品
を生み出し、水産業の活性化につなげよ
うという試み。2～4年生の8人が、この4
月から取り組んでいます。
この日学生たちは、魚の消費動向や漁

業の経営実態などを報告。「魚離れが進む
一方で健康志向の高い20歳代の未婚女性
をターゲットに、巻貝であるエッチュウ
バイなどを使った新商品を10月ごろに完
成させたい」と説明しました。
意見交換では、「間人にしかない商品を

打ち出してほしい」「地域全体の活性化に
結び付くよう、農業や観光業とも連携す
べき」といった意見が出されていました。
続いて学生たちは、エッチュウバイを使っ
て作ったサラダなどの試作品を披露。地
元関係者から、意見や感想を熱心に聞き取っ
ていました。

「土を介した命の循環」について話す梅本さん（久
美浜中体育館で）

元気いっぱいにみこしを担ぐ子どもたち（網野
町長田区内で）

　田んぼの中でスポーツを楽しむ「おくおおの田んぼ
リンピック」が7月24日、大宮町奥大野の休耕田で開
かれました。参加した小学生から70歳代までの区民約
40人が、泥まみれになって徒競走やバレーボールなど
に興じました。
　地元の農事組合法人「楽農くらがき」（野村拓司代表）
が主催する催しで、今年で2回目。子どもたちは、一人
を乗せた大型チューブをロープで引っ張るタイムレー
スや50㍍走などに挑戦。大人も「どろんこバレー」や
田んぼに立てた旗を取り合う「田んぼフラッグ」など
に挑み、好勝負を繰り広げていました。 綿菓子作りに挑戦する児童たち（峰山小理科室で）

　峰山小学校（峰山町）で7月8日、網野
高等学校の理科教諭・荻野眞佐広さんら
の出前授業があり、参加した理科クラブ
の児童たちが、空き缶を使用した綿菓子
作りに挑戦しました。
4～6年生13人は、押しピンで空き缶に

無数の穴を開け、小型モーターを取り付
けるなどして“綿菓子器”を製作。ザラメ
を入れた空き缶をガスバーナーで熱し、
回転させて次々と綿菓子を作っていきま
した。子どもたちは、歓声を上げながら夢
中になって何度もチャレンジしていました。
6 年生の生野海晟君（写真右から2番目）
は「空き缶で綿菓子が作れるとは思って
もみなかった。祭りの露店などで売られ
ている味に似ていておいしかった」と驚
きと感激の表情を見せていました。

網野町の長田区で7月23日、恒例の「寛
平法皇祭」（網野連合区、長田区、同実行
委員会主催）が行われ、「子供神輿」が祭
りに花を添えました。
　午後3時、「網野太鼓」に先導されてみ
こしが出発。5歳から15歳までの担ぎ手
約40人が、「ワッショイ、ワッショイ」と
威勢のいい掛け声と太鼓の音を響かせながら区内を練
り歩き、祭り会場の「寛平法皇陵古墳」を目指しました。
　照り付ける太陽の下、子どもたちは汗を拭いながら、
会場までの約2㌔を2時間かけて巡行。沿道では、住民
たちが笑顔で出迎えていました。
　夕方からは、福引抽選会やビンゴゲーム大会などの
催しが行われ、祭り会場は大いににぎわっていました。

ハ
ス
の
花
を
見
な
が
ら
、
一
服
の
お
茶
を
楽
し
む
来
訪
者
た
ち
（
弥

栄
町
田
中
区
の
白
滝
ほ
場
内
の
ハ
ス
池
で
）

いく の かいせい

　久美浜中学校（久美浜町）で7月15日、
有機農法を手掛けている梅本修さん（弥栄
町黒部）と隅野和幸さん（同）を招いた「オー
ガニック野菜給食」と「講演会」が行われ
ました。生徒たちが、食の大切さと京丹後
の自然の恵みについて考えを深めました。
「ふるさと久美浜を見つめ直し、将来に
ついて考えよう」と同中学校の1年生が取
り組む総合学習の一環。この日生徒たちは、梅本さん
たちが生産した有機栽培の野菜や米を使った給食を味わっ
た後、「土を介した命の循環」の話に耳を傾けました。
梅本さんは食の安全性について話し、「元来、農作物

は微生物など無数の命が関わる食物連鎖の中で栽培さ
れていた。しかし、戦後に農薬が普及したことで、“命
の循環”が壊れた」と指摘。自ら実践する落ち葉や海藻、
刈り草などを用いた土作りを紹介し、「京丹後には有機
栽培に適した自然環境が整っている」と強調しました。
　最後に梅本さんは「将来、農業に携わろうと思って
いる人は、命の循環を考えながら挑戦してほしい」と
生徒に呼び掛けました。

すみ の かずゆき

しらたき はす

の だてめ

ち おり

おぎ の ま さ ひろ

わた が し

たい ざ

かん

ぴょうほうおう

み こし

おく おお の

おさ だ

同
志
社
大
生
ら
が
企
画
案
を
発
表
、今
秋
の
完
成
目
指
す

魚
介
類
で〝
間
人
ブ
ラ
ン
ド
〞商
品
開
発

泥
を
は
ね
上
げ
な
が
ら
「
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
」

を
楽
し
む
参
加
者
た
ち

「
子
供
神
輿
」
の
巡
行
、
祭
り
に
花

野間活性化グループがハス池で野点の会

ハスの花とお茶で優雅なひととき

久
美
浜
中
生
徒
、
食
と
自
然
の
恵
み
学
ぶ

7月15日

7月10日

7月23日

梅
本
さ
ん
ら
弥
栄
町
の
農
家
が
、野
菜
給
食
と
講
演

奥大野区民ら泥まみれで好勝負
休耕田で「おくおおの田んぼリンピック」

空
き
缶
で
綿
菓
子
作
り
に
挑
戦

7月8日

峰
山
小
で
、網
野
高
教
諭
が
出
前
授
業

7月24日

丹 後 町

弥 栄 町

久 美 浜 町

峰 山 町

網 野 町

大 宮 町
7月9日

の だて

わ
た

が

し

た
い

ざ

み

こ
し

お
さ

だ

か
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う
お
う

おく おお の
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京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

京都府の
ひろば
Since 2008.09

京都府の
ひろば
Since 2008.09

「
京
都
・
丹
後
　
観
光
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

〝
あ
な
た
な
ら
で
は
の
丹
後
の
旅
〞
ア
イ
デ
ア
募
集
中

健やかチェックとは
　○運動機能○栄養改善○口腔機能
○閉じこもり予防○認知症予防○う
つ予防の25項目の質問から、生活機
能低下の有無を判断します。
　市では、｢近い将来、介護が必要と
なるおそれがある｣ と判断されたか
たへ介護予防の相談や介護予防教室
の紹介など、介護予防のお手伝いを
しています。

※「健やかチェック」についての
　お問い合わせは、下記までお願
　いします。

「
介
護
予
防
」
で
生
き
生
き
と

60 

％
の
か
た
に
生
活
機
能
の
低
下

介
護
の
原
因
は
、
小
さ
な
こ
と

身
近
な
こ
と
か
ら
介
護
予
防

平成２３年度 介護予防のための「健やかチェック」

バスや電車で１人で外出していますか

日用品の買い物をしていますか

預貯金の出し入れをしていますか

友人の家を訪ねていますか

家族や友人の相談にのっていますか

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

１５分位続けて歩いていますか

この１年間に転んだことがありますか

転倒に対する不安は大きいですか

６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか

身長　　　cm 体重　　　　kg　　（BMI＝　　　）

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

週に１回以上は外出していますか

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣などの物忘れがあるといわれますか

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

今日が何月何日かわからない時がありますか

（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない

（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じられる

（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない

（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

0.はい

0.はい

0.はい

0.はい

0.はい

0.はい

0.はい

0.はい

1.はい

1.はい

1.はい

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

1.はい

1.はい

1.はい

0.はい

1.はい

1.はい

0.はい

1.はい

1.はい

1.はい

1.はい

1.はい

1.はい

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

1.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

1.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

う  

つ  

予  

防

認  

知  

症

外  

出

口  

腔

栄  

養

運  

動

質問項目 回答
（いずれかに○をお付けください）

運動 栄養 口腔 認知症 うつ閉じこもり

運動機能低下：6～10の項目が3つ以上該当　　　栄養低下：11～12が全て該当
口腔機能低下：13～15の項目が2つ以上該当　　閉じこもり予防：16～17が全て該当もしくは16に該当
認知症予防：18～20の項目が1つ以上該当　　　　うつ予防　  ：21～25の項目が2つ以上該当

生活機能低下ありの基準

＊BMI＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)が18.5未満の場合に該当

「
京
都
・
丹
後
　
観
光
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

〝
あ
な
た
な
ら
で
は
の
丹
後
の
旅
〞
ア
イ
デ
ア
募
集
中

丹
後
地
域
内
の
着
地
型
旅
行
商
品
を
新
た
に
開
発
し
、

商
品
化
す
る
に
は
、多
く
の
か
た
の
知
恵
が
必
要
で
す
。

今
回
、丹
後
地
域
の
魅
力
や
可
能
性
の
発
見
・
発
掘
・
紹
介

の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

旅
行
の
目
的
地
に
所
在
す
る
旅
行

業
者
が
企
画
す
る
旅
行
の
こ
と
で
す
。

地
元
な
ら
で
は
の
情
報
収
集
能
力
を

生
か
し
、独
自
性
が
高
く
て
面
白
い
旅

行
を
企
画
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

丹
後
ベ
ス
ト
オ
ブ
ツ
ア
ー
部
門

ア
イ
デ
ア
ツ
ア
ー
部
門

（
丹
後
地
域
の
斬
新
な

　
　
　
　

  

ア
イ
デ
ア
ツ
ア
ー
な
ど
）

コ
ン
テ
ス
ト
名

募
　
　
集

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

「
京
都
・
丹
後  

観
光
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
」　

〜
私
だ
け
が
知
っ
て
い
る
、

丹
後
ベ
ス
ト
オ
ブ
ツ
ア
ー
！！
〜

　ＫＴＲのアテンダントを
務める京丹後　おかみさん
の会　夕日ヶ浦（網野町）
の夕日　ボンネットバスで
巡るツアーで屏風岩（丹後
町）を眺める旅行者　丹後
王国を物語る方各規矩四神
鏡 (ほうかくきくししんき
ょう )　冬の味覚 松葉ガニ

　　

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た

め
に
、「
介
護
予
防
」
に
取
り
組
み
ま
せ

ん
か
。「
介
護
予
防
」
と
は
、
高
齢
者
が

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
の
予
防
や
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
、
そ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う
に
、

高
齢
者
の
か
た
の
自
立
を
支
援
す
る
こ

と
で
す
。

　

元
気
な
と
き
か
ら
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
を
増
や
し
、
活
動
的
な
日
常
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　　

今
年
５
、
６
月
に
、
市
内
の
65
歳
以

上
の
か
た
全
員
を
対
象
に
「
健
や
か
チ
ェ
ッ

ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
（
約
１
万
１
０

０
０
人
に
チ
ェ
ッ
ク
用
紙
を
送
付
。
健

康
診
査
の
申
込
者
は
、
そ
の
際
に
実
施

す
る
た
め
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
）。
６
千

５
０
０
人
以
上
の
か
た
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
約
60
㌫
の
か
た
に
何
ら

か
の
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
運
動
機
能
、
認
知
症
予
防
、

う
つ
予
防
の
項
目
は
、
生
活
習
慣
を
改

善
し
た
方
が
良
い
と
評
価
さ
れ
る
か
た

が
多
く
、
ま
た
、
１
つ
の
項
目
だ
け
で

な
く
複
数
項
目
に
該
当
す
る
か
た
も
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
原
因
は
、

「
外
に
出
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
」「
歯

が
抜
け
て
思
う
よ
う
に
食
べ
ら
れ
な
い
」

な
ど
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

心
身
の
老
化
の
サ
イ
ン
に
早
く
気
付
き
、

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
身
近

な
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
介
護
予

防
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
運
動
機
能
向
上
の
た
め
に

　
　

ひ
ざ
上
げ
・
ひ
ざ
伸
ば
し

　　　
　

か
か
と
の
上
げ
下
げ

　
　

片
足
横
上
げ
（
片
足
を
横
へ
軽
く

　
　

上
げ
３
〜
５
秒
静
止
し
、
ゆ
っ
く

　
　

り
降
ろ
し
ま
す
）

※
各
10
回
を
目
安
に
し
、

　

慣
れ
て
き
た
ら
回
数
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

○
低
栄
養
を
防
ぐ
た
め
に

　

★
バ
ラ
ン
ス
良
く
一
日
３

　
　

食
取
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

　
　

食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み

　
　

ま
し
ょ
う
。

　

★
月
に
一
度
は
体
重
を
測

　
　

り
ま
し
ょ
う
。

　

★
水
分
を
十
分
に
取
り
ま

　
　

し
ょ
う
。

○
口
腔
機
能
向
上
の
た
め
に

　

★
お
口
の
体
操
を
し
ま
し
ょ

　
　

う
。

　
　

頬
を
膨
ら
ま
せ
た
り
、 
 　

　

す
ぼ
め
た
り
し
ま
す

　
　

口
を
大
き
く
開
け
て
、
舌
を
出
し

　
　

た
り
引
っ
込
め
た
り
し
ま
す

　
　

舌
を
出
し
て
上
下
左
右
に
動
か
し

　
　

ま
す

　

★
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
診
し
ま

　
　

し
ょ
う
。

○
閉
じ
こ
も
り
予
防
の
た
め
に

　

★
空
い
た
時
間
に
散
歩
し
ま
し
ょ
う
。

　

★
買
い
物
は
ま
と
め
買
い
せ
ず
に
、　

　
　

ま
め
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

★
地
域
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を

　
　

出
し
、
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

○
認
知
症
予
防
の
た
め
に

　

★
趣
味
を
持
っ
て
、
人
付
き
合
い
を

　
　

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

★
魚
・
野
菜
・
果
物
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
う
つ
予
防
の
た
め
に

　

★
地
域
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を

　
　

出
し
、
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

★
十
分
に
休
養
（
質
の
良
い
睡
眠
）　

　
　

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

★
つ
ら
い
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
と
胸

　
　

の
内
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

　ご不明な点や介護予防につ
いての詳細は、長寿福祉課ま
たは「地域包括支援センター」
までお問い合わせください。

【長寿福祉課】　　69-0330

【地域包括支援センター】
　峰山　　　　　69-0330
　大宮分室　　　69-0712
　網野分室　　　69-0713
　丹後分室　　　69-0714
　弥栄分室　　　69-0715
　久美浜分室　　69-0716

＝ホームページ ＝Eメール

　　　　

２
部
門
３
テ
ー
マ
で
募
集
し
、す

べ
て
の
応
募
の
必
須
条
件
と
し
て
、

丹
後
地
域
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
る

こ
と
と
し
ま
す
。

◎
テ
ー
マ
１「
神
話
・
歴
史
・
自
然
」

　

丹
後
地
域
が
誇
れ
る
神
話
や
歴
史
、

自
然
を
テ
ー
マ
と
し
た
ツ
ア
ー
。
開

運
や
縁
結
び
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
。

◎
テ
ー
マ
２「
食
の
王
国
」

　

食
の
宝
庫
で
あ
る
丹
後
の
食
を
テ
ー

マ
と
し
た
ツ
ア
ー
。

◎
テ
ー
マ
３「
朝
や
夜
の
ツ
ア
ー
」

　

丹
後
地
域
の
宿
泊
者
向
け
の
朝
や

夜
に
参
加
す
る
ツ
ア
ー
。

◎
自
由
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切　

９
月
16
日（
金
）必
着

応
募
方
法　

指
定
の
応
募
用
紙
に
企
画
ア                   
　
　
　
　
　

  

イ
デ
ア
・
必
要
事
項
を
記
入

　
　
　
　
　

  

の
上
、郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
リ
・

　
　
　
　
　
　

E
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
作
品
は
、専
門
の
審
査
員
に

よ
り
、厳
正
な
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

丹
後
ベ
ス
ト
オ
ブ
ツ
ア
ー
部
門
で

は
、１
次
審
査
で
テ
ー
マ
ご
と
に
書

面
審
査
を
行
い
、２
次
審
査
と
し
て
、

審
査
会（
学
識
経
験
者
・
旅
行
会
社
な

ど
で
構
成
）で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、最
終
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
ツ
ア
ー
部
門
は
、書
面

審
査
の
み
で
す
。

優
秀
商
品（
作
品
）に
は
、
11
月
予

定
の
表
彰
式
に
て
、各
部
門
、テ
ー
マ

ご
と
に
、表
彰
状
・
副
賞（
丹
後
の
特

産
品
）を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
・
審
査

「
京
都
・
丹
後
　
観
光
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

〝
あ
な
た
な
ら
で
は
の
丹
後
の
旅
〞
ア
イ
デ
ア
募
集
中
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開催まであと

80日80日
（8月10日現在）

マスコットキャラクター
PR隊長 「まゆまろ」

5 5

宿

健やかチェックを利用して、
           介護予防に取り組みましょう

長寿

見　本

tanshin-no-shoko
@pref.kyoto.lg.jp
http://www.tangokankou.jp/

　京都府丹後広域振興局
　農林商工部商工労働観光室
　
　〒６２７-８５７０
　京丹後市峰山町丹波８５５
　　６２-４３０４
　　６２-４３３３
　　



住宅用火災警報器

減災の第一歩

2011年8月 たんごの風 ４９号2011年8月

災害に備えた行動を学ぶ

　洪水も台風と同
じです。しっかり
情報をキャッチして、
早めの避難を心掛
けましょう。
　雨が激しくなっ
たら、避難準備の
開始です。

　火事で怖いのは、
火そのものよりも
煙です。煙には有
毒ガスが含まれて
いて、たくさん吸
い込むと、とても
危険です。
　ハンカチを口に
あて、できるだけ
姿勢を低くするよ
うにしましょう。

　地震と違って、
台風は突然やって
くることはありま
せん。必ず事前に、
注意報や警報など
の情報があります。
　しっかり情報を
聞くことが大切です。

　海の近くで地震
を感じたらすぐに
高いところに逃げ
ること。
　できれば、4～5
階建て以上のビルか、
海抜30メートル以
上の高台に逃げま
しょう。

　多くの人が犠牲
となった阪神・淡
路大震災(1995年)
でも、その約90
㌫のかたが家具や
壁の下敷きとなっ
て亡くなりました。
家庭では勉強机や
テーブルの下など、
逃げ込む場所を決
めておきましょう。

表１　　　　　　           のときにとるべき行動ポイント

平成23年6月から
すべての住宅に
住宅用火災警報器
の設置が義務化
されました

「
行
動
力
」
を
身
に
つ
け
る

行
動
す
る
ポ
イ
ン
ト

家
族
や
近
所
で
話
し
合
い

激しい揺れは数十秒程度で収まります。倒れてくるものなどから、身を守りましょう。

揺れを感じた時にすぐ火の始末をすると、揺れによってやけどを負う可能性があります。
慌てずに、大揺れが収まってから消火しましょう。余裕があれば、ブレーカーを切りましょう。

家族の無事を確認しましょう。家族内で事前に決まり事を作っておくとよいでしょう。

揺れによって入り口がゆがんで、ドアや窓が開かなくなっていることが考えられます。
割れたガラスなどに注意し厚手のスリッパやスニーカーを履きましょう。

近所で家屋が倒壊して埋もれてる人はいないか、火災は起きていないか確認しましょう。近所の安全確認

避難経路の確保

家族の安否確認

火の元の確認
　火の始末

自分の身を守る

10分～

5～10分

2～5分

発生～2分

千年に一度ともいわれた東日本大震災から５ヵ月余りがたちまし

た。近年は、規模の大きい災害が日本各地で起こっています。いま

一度、私たちは災害に対してどのように備え、行動すべきかを考え

てみましょう。

「防災ダック」は、（社）日本損害保険協会が制作した幼児向けのカードゲームです。カードは、
地震や台風などの天災から、ハチや誘拐などの日常の危険まで12種類あり、子どもたちは、遊
びながら危険回避のための「最初の第一歩」が学べる内容となっています。

警
報
器
で

逃
げ
遅
れ
を
な
く
す

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

京
丹
後
市
で
も
設
置
率
１
０
０
％
を
目

指
し
て
い
ま
す（
今
年
５
月
現
在
67・
７
㌫
）。

街
頭
啓
発
や
住
宅
訪
問
、
共
同
購
入
の
依

頼
を
行
っ
て
い
ま
す
。

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
死
者
を
出
さ
な
い
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
早
期
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

H22.12 H23.5

市内の住宅用火災警報器
　　　　　設置率の推移

防
災
ダ
ッ
ク

防災ダックで防災を学ぶ園児（鳥取保育所で6月17日）

表２

0

20

40

60

80

44.2％

67.7％
ミ
ニ
消
防
車
デ
ビ
ュ
ー

消防車を身近に感じてもらうために、
ゴルフ場のカートが、職員の手でミニ消
防車へ変身。７月のやさか納涼祭でデビ
ューし（写真）、今後、市内で開催される
イベントにも登場します。お楽しみに。

正しい知識と行動が

減災の第一歩

まず　あたまをまもろう。 まず　
しっかりあるけるように
じゅんびしよう

できるだけ
たかいところまではしろう。

ぬれたはんかちを
　　　くにちあてよう。あわてずに　よくききましょう。

まず　ききましょう。
（じょうぶな
　　つくえのしたにもぐろう）

地震 発 生地震 発 生

ご
存
知
の
と
お
り
、
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

仕
事
中
、
就
寝
中
、
移
動
中
、
い
つ
い
か

な
る
と
き
に
で
も
災
害
に
対
応
す
る
こ
と

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か

じ
め
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
を

学
び
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
非
常
に
重
要

な
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
い
ざ
と
い
う
と
き
の

行
動
力
と
な
り
、
あ
な
た
自
身
や
大
切
な

家
族
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
、
経
過
時
間

別
で
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
べ
き
か
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
（
下
表
１
）。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
、
地
震
発
生
後
に

起
き
た
火
災
は
、
い
っ
た
ん
止
ま
っ
た
送

電
が
一
時
的
に
再
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

家
屋
な
ど
で
漏
電
・
損
壊
し
た
家
電
製
品

が
火
種
に
な
っ
て
起
き
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

家
を
離
れ
る
際
に
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
っ
て
お
く
こ
と
も
大
事
な
財
産
を
守
る

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

消
防
本
部
で
は
、
幼
児
向
け
の
「
防
災
ダ

ッ
ク
」
と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
て

防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
次
頁

表
２
）。

子
ど
も
た
ち
は
、
実
際
に
体
を
動
か
し

た
り
、
声
を
出
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
し
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
す
る
う

ち
に
、
防
災
に
対
す
る
行
動
力
が
自
然
に

身
に
つ
き
ま
す
。

天
災
は
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
日
ご
ろ
の
行
動
や
備

え
で
被
害
を
確
実
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

家
族
で
、
近
所
で
、
地
域
で
、
い
ま
一
度

防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ポイント行動すること経過時間

162011.081７ 2011.08
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そうめん流しを楽しむ地域の子どもたち　　　
　　　　（昨年8月、久美浜町芦原で）

京都府防犯まちづくり賞
養護教諭制度70周年記念

学校保健功労者文部科学大臣表彰

京丹後警察署長表彰「防犯啓発デザイン」

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

夫の順一さん（63歳・大阪市出身）と久子さん

　長年、京丹後市防犯委員会と京丹
後防犯推進協議会の代表者として、
市民と行政の協働による防犯活動を
牽引。その功績が評価されました。

　昭和45年4月から37年間にわたり
学校保健の普及と向上に尽力。平成
17年から19年までは大宮中学校に勤務。
これら長年の功績が評価されました。

　昭和36年4月から37年間にわたり
教員として活躍。特に野鳥観察会など
の自然を生かした総合的な学習と教
育に尽力。その功績が評価されました。

　京丹後警察署（前田保則署長＝写真左）は7月21日、
峰山高校（京崎秀樹校長＝写真右）で防犯チラシのイ
ラスト作成に協力した産業工学科の生徒に感謝状を
贈りました。
　同科デザイン系統の3年生９人が、振り込め詐欺や
自転車盗などの防犯啓発デザイン27点を作成しました。
　作品は今後、防犯意識の向上のために、ポスターや
チラシなどに活用されます。

み
ん
な
の

声

叙位叙勲
従六位瑞宝双光章（教育功労）

【元大宮中学校養護教諭】【元京丹後市防犯委員会会長】 【元公立小学校校長】

森
岡  

無
事
生 

さ
ん

（
弥
栄
町
木
橋
）

も
り
お
か

ぶ

じ

塩
見  

す
み
子 

さ
ん

（
与
謝
野
町
字
上
山
田
）

し
お 

み
　

谷 

毅 

さ
ん

ひ
ろ
た
に

（
弥
栄
町
芋
野
）

つ
よ
し

峰
山
高
等
学
校
産
業
工
学
科

ご
意
見
箱
か
ら

▼
毎
年
夏
に
な
る
と
花
火
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。丹
後
に
も
た
く
さ
ん
花
火
の
祭
り
が

あ
り
、
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
悩
み
ま
す
。7

月
号
の
特
集
「
花
火
編
」
に
交
通
ア
ク
セ
ス

方
法
が
書
い
て
あ
り
、公
共
交
通
を
利
用
す

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。車
で
行
く

と
、駐
車
場
探
し
に
ひ
と
苦
労
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
市
の
花
火
を
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。今
年
は
3
人
目
の
子
も
生

ま
れ
、家
族
5
人
で
京
丹
後
の
花
火
を
あ
ち

こ
ち
見
に
行
く
予
定
で
す
。楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
7
月
号
の
特
集「
花
火
編
」で
、水
無
月
祭
の

花
火
写
真
が
き
れ
い
で
行
き
た
く
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
10
代
・
女
性
】

▼
7
月
号
の
特
集「
ぶ
ら
り
街
巡
り
編
」は
大

変
参
考
に
な
り
ま
す
。地
元
を
知
ら
な
さ
す

ぎ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
す
。１
カ
所
ず
つ
訪

ね
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
80
代
・
男
性
】

▼
市
民
野
球
大
会
の
決
勝
戦（
6
月
12
日
）を

観
戦
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
炎
天
下

の
中
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
地
方
色
豊
か
な
夏
祭
り
、高
校
野
球
と
夏
真

っ
盛
り
で
す
。私
の
地
区
、浜
詰
も
海
水
浴

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、近
年
は
お
客

さ
ん
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。丹

後
全
域
で
観
光
振
興
を
や
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
紙
質
が
よ
く
カ
ラ
ー
の
京
丹
後
市
の
広
報

紙
は
と
て
も
読
み
や
す
い
で
す
。奈
良
市
と

は
ま
た
違
っ
た
趣
き
の
あ
る
内
容
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
奈
良
市
・
50
代
・
男
性
】

▼
京
丹
後
市
の
広
報
紙
を
い
つ
も
楽
し
く
読

ん
で
い
ま
す
。　
　
【
丹
後
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
K
T
R
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
思
い
や

り
が
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、峰

山
駅
は
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
移
動
す
る
の

に
階
段
を
昇
降
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
。主
要
な
駅
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く

て
た
い
へ
ん
。腰
や
膝
が
痛
い
か
た
や
車
椅

子
の
か
た
な
ど
に
目
を
向
け
て
、対
策
や
存

続
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
京
都
市
・
70
代
・
女
性
】

▼
主
人
が
今
年
、長
年
勤
め
た
会
社
を
定
年
退

職
し
ま
し
た
。
出
張
時
は
K
T
R
を
利
用

し
て
い
て
、峰
山
駅
ま
で
送
迎
し
て
い
ま
し

た
。今
後
も
存
続
に
向
け
て
協
力
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
７
月
号
の
文
化
財
の
紹
介
で
宝
篋
印
塔
を

は
じ
め
て
見
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

【
久
美
浜
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
７
月
号
の
表
紙
、女
性
消
防
隊
の
皆
さ
ん
の

訓
練
姿
の
り
り
し
い
写
真
に「
ご
苦
労
さ
ま
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。た
だ
、髪
が
長
い
の
が
気
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】
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（旧姓：岡田）

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て

　　40　　
数
年
間
、
京
丹

後
市
が
大
好
き
な
大
阪
生
ま
れ
の
夫
と
共

に
こ
の
地
に
通
い
続
け
、「
ふ
る
さ
と
応
援

団
」に
入
り

ま
し
た
。

　

歳
を
重

ね
る
ご
と
に
ふ
る
さ
と
の
景
色
、
気
候
、
匂

い
、
言
葉
、
そ
し
て
大
切
な
人
た
ち
に
思
い

を
巡
ら
せ
て
は
、
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
の
感
謝
を
何
か
お
返
し
し
た
い

思
い
で
、
４
、
５
年
前
の
夏
か
ら
久
美
浜

の
実
家
で
〝
そ
う
め
ん
流
し
〞
を
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
竹
で
セ
ッ
ト
を
作
る
の
は
、

木
工
が
大
好
き
な
夫
の
得
意
技
。
毎
年
２
、

３
日
か
け
て
、
５
、
６
㍍
の
セ
ッ
ト
を
丁

寧
に
作
り
、
８
月
に
０
歳
か
ら
人
生
ベ
テ

ラ
ン
年
齢
ま
で
の
親
戚
や
知
り
合
い
の
人

た
ち
で
盛

大
に
楽
し

み
ま
す
。

　

火
照
っ
た
体
に
冷
た
い
そ
う
め
ん
。
一

息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
炭
火
で
焼
き
肉
。
大

人
に
は
ビ
ー
ル
の
お
ま
け
付
き
。
か
わ
い

い
子
ど
も
た
ち
に
は
、
小
さ
な
花
火
大
会

の
催
し
も
。

　

た
く
さ
ん
の
人
で
、「
楽
し
く
食
べ
る
」

こ
と
は
自
然
に
人
の
心
を
和
ま
せ
、
垣
根

を
取
り
払
い
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
も
吹

っ
飛
ば
し
、
薄
れ
つ
つ
あ
る
絆
を
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
、
良
い
こ
と
間
違
い
な
し
。

　
「
夏
に
は
そ
う
め
ん
流
し
」
を
京
丹
後

市
で
、
は
や
ら
せ
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
と
も
、

よ
そ
者
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
る
景
色
か
も
。

　
「
セ
ッ
ト
」
は
一
年
物
。
必
要
な
か
た
は

お
貸
し
し
ま
す
。
ご
一
報
を
。

故

お

市
の
駐
車
場
を
有
料
に
し
て
は

現
時
点
で
は
見
送
り
ま
す

き
ょ
う
い
ん
と
う

ほ
う

デ
ザ
イ
ン
系
統

産
業
工
学
科
を
代
表
し
て
感
謝
状
を
受

け
取
る
籔
中
ま
ど
か
さ
ん（
左
か
ら
２
番

目
）と
鈴
木
水
美
さ
ん（
右
か
ら
２
番
目
）

プ
ラ
の
収
集
を
週
１
回
に

月
２
回
で
お
願
い
し
ま
す

　　

市
が
管
理
す
る
駐
車
場
を
、私
的
に
車
庫
代

わ
り
に
利
用
し
て
い
る
か
た
が
い
ま
す
。駐
車

場
に
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、有
料
化
す
る
な
ど
の

対
策
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
【
住
所
不
明
・
年
齢
不
明
・
性
別
不
明
】

　　

市
が
管
理
す
る
駐
車
場
に
つ
い
て
、必
要

に
応
じ
て
、出
入
口
付
近
に
常
駐
禁
止
の
立

看
板
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、常
駐
車
両
調

査
を
行
い
、常
駐
禁
止
の
紙
を
は
る
な
ど
、

適
正
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
、イ
ベ
ン
ト

会
場
と
し
て
多
目
的
に
使
用
し
て
い
る
駐

車
場
が
あ
る
こ
と
や
、ゲ
ー
ト
設
置
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
、ゲ
ー
ト
の
設
置
・
管
理
経
費
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、現
時
点
で
は
見
送
り
、

引
き
続
き
駐
車
場
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
課
ほ
か
】

　

ご
み
の
収
集
で
、市
で
は「
紙
」は
、燃
や
す

ご
み
に
分
類
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
資
源
ご

み
で
あ
り
、分
別
し
て
収
集
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
収
集
は
、２

週
間
に
１
度
で
す
が
、１
週
間
に
１
度
に
し
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。生
活
の
中
で
使
う

多
く
の
も
の
に「
プ
ラ
」表
示
が
あ
り
、ま
た
、

家
族
が
多
い
た
め
、２
週
間
で
大
量
の
ご
み
が

た
ま
り
ま
す
。　
【
住
所
不
明
・
年
齢
不
明
・
男
性
】

　

本
市
で
は
、「
紙
」と
表
示
し
て
あ
る
も

の
は
、燃
や
す
ご
み
で
扱
っ
て
お
り
、資
源

ご
み
と
し
て
直
接
的
に
は
収
集
し
て
い
ま

せ
ん
が
、共
同
作
業
所
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ

る
資
源
ご
み
集
収
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
紙
」と
表
示
し
て
あ
る
も
の
は
、古
紙

類
の
「
雑
誌
」
と
し
て
、
共
同
作
業
所
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
る
集
収
日
に
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
収
集
回

数
は
、収
集
に
か
か
る
運
搬
費
や
、収
集
日

に
お
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
立
会
い
な
ど

を
考
慮
し
、月
に
２
回
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
民
課
】

し
尿
の
く
み
取
り
を
毎
月
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、そ
の
都
度
申
し
込
み
を
し
て
お
り
、

面
倒
で
す
。申
し
込
ま
な
く
て
も
、定
期
的
に

行
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
【
住
所
不
明
・
年
齢
不
明
・
男
性
】

「
し
尿
計
画
収
集
」の
申
請
で
、定
期
的

に
し
尿
の
く
み
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
請
は
、
最
寄
り
の
市
民
局
窓
口
で
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
民
課
】

し
尿
の
く
み
取
り
を
定
期
的
に

最
寄
り
の
市
民
局
で
申
請
を

み
な
み

大西　久子さん（63歳）
大阪府八尾市在住
久美浜町芦原出身
京丹後ふるさと応援大使

京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局

（
企
画
政
策
課
内
）　

６
９-

０
１
２
０

おおにし ひさ  こ

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

ほ

て

〝
そ
う
め
ん
流
し
〞
で
、ふ
れ
あ
い
の
場
を
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「森と人をつなぐ懸け橋に」

江上  昌希 君
え がみ まさ  き

【大宮第三小6年】

作
文
タ
イ
ト
ル

林
業
と
ぼ
く
た
ち
の
森

土台にメッセージが書き込まれた11点のヒマワリオブジェ

着色ガラスが見事
に連結された作品

お
く
よ
り
せ
ん

　大宮町三重の大内峠付近と水戸谷峠付近を結
ぶ林道（全長5.8㌔）。丹後半島を南北に貫く丹後
縦貫林道と国道312号をつなぐ森林管理道として、
京都府が平成8年度に着工し今年3月に完成さ
せた。総事業費は約18億円。世屋高原（宮津市）
やスイス村（弥栄町）碇高原（丹後町）にも行きや

　

今
年
３
月
に
開
通
し
た「
緑
の
ふ
る
さ
と
林
道
奥
寄
線
」（
左
・
写
真
）の
通
り
初
め
式（
４

月
21
日
）で
、大
宮
第
三
小
学
校
の
児
童
を
代
表
し
て
、江
上
昌
希
君（
６
年
）が
作
文
を
披

露
し
ま
し
た
。そ
の
作
文
が
、林
道
研
究
会（
林
野
庁
内
）発
行
の
会
報
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。同
誌
は
全
国
の
森
林
事
業
に
携
わ
る
関
係
機
関
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
い
森
林
面
積
を
も
つ
本
市
の
林
業
や
林
道
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　

ぼ
く
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
京
丹
後
市
の

大
宮
町
で
す
。大
宮
町
に
は
森
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。ぼ
く
は
大
宮
町
の
森
が
大
好
き
で
す
。

　

森
は
毎
年
、服
を
変
え
る
よ
う
に
、さ
ま
ざ

ま
な
顔
を
見
せ
ま
す
。春
は
梅
や
桜
で
淡
い
ピ

ン
ク
色
に
染
ま
り
ま
す
。夏
は
、一
面
真
緑
に

な
り
、秋
は
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
が
広
が
り
ま

す
。そ
し
て
、冬
に
は
雪
を
か
ぶ
っ
た
森
が
真

っ
白
な
世
界
を
作
り
ま
す
。森
は
毎
年
、こ
れ

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
の
変
化
を
見
る
こ
と
で
、季

節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
か
ら
、ぼ
く
は
森
が
大
好
き
で
す
。

ま
た
、ぼ
く
は
、森
の
姿
だ
け
で
な
く
、

森
に
住
む
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
も
好
き

で
す
。農
家
の
人
た
ち
は
、作
物
を
食
べ
ら

れ
る
の
で
、動
物
と
は
悪
い
関
係
で
す
が
、

ぼ
く
は
、そ
こ
ま
で
悪
い
こ
と
と
は
思
い

ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、動
物
が
多
い
と
い
う

こ
と
は
、自
然
が
豊
か
な
証
拠
だ
か
ら
で

す
。

　

ぼ
く
は
、こ
の
大
好
き
な
大
宮
町
の
森

と
、そ
こ
に
住
む
動
物
た
ち
が
ず
っ
と
残

っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、ぼ
く
自
身
も
森
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

５
年
生
の
時
に
、森
や
林
業
に
つ
い
て
勉
強

し
ま
し
た
。森
を
守
る
に
は
、木
を
植
え
る
だ

け
で
な
く
、切
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、木
が

育
つ
に
は
、人
と
同
じ
く
ら
い
か
、そ
れ
以
上

の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、林
業
と
は
、一
生
か
け
て
行
う
も
の

で
あ
り
、根
気
と
情
熱
が
い
る
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

実
際
に
林
業
を
さ
れ
て
い
る
三
重（
大
宮
町
）

の
永
濱
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。大
き
な
ヒ
ノ
キ
や
杉
な
ど
を
育
て
て
お

ら
れ
、ヒ
ノ
キ
は
柱
に
、杉
は
板
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
の
学
校
の
前
に
あ
る「
文
化
の
森
」

の
木
は
、京
都
の
知
恩
院
と
い
う
８
０
０
年
ほ

ど
前
か
ら
あ
る
古
い
お
寺
の
修
理
に
使
わ
れ

る
ほ
ど
質
の
よ
い
ヒ
ノ
キ
が
育
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。長
い

間
か
か
っ
て
育
て
ら
れ
て
き
た
木
が
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、最
初
は
林
道
っ
て
何
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、育
て
た
木
を
運
ぶ
道
で
、通

学
な
ど
生
活
用
の
道
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
、生
活
の
中
に
林
道
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

永
濱
さ
ん
は
、林
業
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
と
、

山
を
守
る
こ
と
が
目
標
で
、人
々
の
生
活
の
中

に
山
が
息
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

森
が
人
の
生
活
に
役
立
ち
、人
が
森
を
支
え

る
。こ
の
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、ぼ
く

の
大
好
き
な
森
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
日
こ
こ
に
、開
通
す
る
奥
寄
線
が
、森
と
人

を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
に
な
る
よ
う
、ぼ
く
た
ち
が

大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

▼
当
市
民
の
た
め
に
、支
援
物
資
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。い
た
だ

き
ま
し
た
支
援
物
資
は
、被
災
者
の
も
と
へ

お
届
け
し
、被
災
者
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん

の
感
謝
の
言
葉
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。一

日
も
早
く
元
気
で
活
力
の
あ
る
南
相
馬
市
の

姿
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
力
の
限
り
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。（
６
月
吉
日　

福
島
県
南
相

馬
市　

桜
井
勝
延
市
長
）

▼
貴
市
か
ら
賜
り
ま
し
た
心
温
ま
る
ご
支
援
の

お
か
げ
で
、私
を
は
じ
め
被
災
し
た
市
民
も

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
、生
活
再
建

に
向
け
て
勇
気
と
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

復
興
の
道
の
り
は
長
く
厳
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、市
民
一
丸
と
な
っ
て
、全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。（
６
月　

宮
城

県
多
賀
城
市　

菊
池
健
次
郎
市
長
）

▼
現
在
大
槌
町
は
、５
月
中
旬
に
水
道
施
設
の
仮

復
旧
が
完
了
し
、断
水
お
よ
び
水
圧
不
足
な

ど
も
解
消
さ
れ
、給
水
活
動
も
一
部
の
避
難

所
の
み
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

皆
様
か
ら
応
急
給
水
活
動
の
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
す
。（
６
月　

岩
手
県
大
槌

町　

東
梅
政
昭
副
町
長
）

▼
津
波
発
生
後
、京
丹
後
市
か
ら
、遠
路
は
る
ば

る
給
水
車
を
派
遣
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
か

げ
さ
ま
で
地
域
み
ん
な
に
命
の
水
を
十
分
に

運
ん
で
い
た
だ
き
、本
当
に
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
回
の

災
害
で
蛇
口
を
回
せ
ば
水
が
出
て
く
る
普
段

の
生
活
が
な
く
な
り
、水
の
あ
り
が
た
さ
を

身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。（
６
月　

岩
手
県

大
船
渡
市　

末
崎
町
上
山　

竹
野
生
節
町
内

会
長
）

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
お
礼
や
感
謝
の
声

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
お
礼
や
感
謝
の
声

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
か
た
が
た
に
対
し
、

本
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、積
極

的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。支
援
活
動
に

対
し
被
災
地
か
ら
お
礼
や
感
謝
の
手
紙
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

私たちは、丹波小学校６年生です。
暑い日が続き、電気も十分に使えない不便で大変な日々を送ってお
られると思います。お体は大丈夫でしょうか。何もできず、心が痛く自
分たちに何かできないか、みんなで意見を出し合いました。
その中の意見で「被災地は今、大変だと思う。うちわを送って少しで
も涼んでほしいな」という意見が出たので、全校みんなに呼びかけて、
家庭でうちわを集めてもらいメッセージを込めてうちわを作りました。
このうちわは、古い紙をはがして丹波小全員で新しい絵・メッセー

ジを書いて作り直しました。
　皆さんの心が少しでも安らぎ「がんばろう」という気持ちになって
いただけたら、とてもうれしいです。東北の地に、少しでも笑顔がとり
戻せたらいいなと思います。そして、1日でも早く復興できることを
丹波小学校一同で願っています。
　これから暑さが厳しくなってきますが、体に気をつけて頑張ってく
ださい。私たちも頑張ります。

東
北
の
被
災
小
学
校
の
仲
間
へ

２
１
８
枚
の
手
作
り
う
ち
わ
送
る

丹波小児童
　

丹
波
小
学
校（
峰
山
町
・
山
口
圭
一
校
長
）

の
全
校
児
童
91
人
が
こ
の
７
月
、メ
ッ
セ
ー

ジ
付
き
う
ち
わ
を
作
り
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
小
学
校
の
児
童
に
送
り
ま
し
た
。

　

被
災
し
て
頑
張
っ
て
い
る
同
じ
小
学
校

の
仲
間
に
対
し
て
、何
か
で
き
な
い
か
と

同
校
児
童
た
ち
が
考
え
て
い
た
も
の
。そ

ん
な
中
、「
暑
い
夏
を
少
し
で
も
過
ご
し
や

す
く
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
か
ら
、児

童
会
と
６
年
生
が
中
心
に
な
っ
て
う
ち
わ

作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

絵
の
具
で

色
を
付
け
、

メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
き
、仕
上
げ
た
う
ち
わ
は
合
計
２
１
８
枚
。

６
年
生
の
学
級
会
で
出
た
意
見
や
思
い
を
込

め
た
手
紙（
左
）も
作
成
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
う
ち
わ
と
手
紙
は
、福
島
県
田
村

市
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、避
難
所
で
暮
ら

し
、廃
校
な
ど
を
利
用
し
て
学
習
を
し
て
い

る
小
学
校
の
仲
間
た
ち
に
、届
け
ら
れ
ま
し

た
。

うちわに色をつける児童

花びらをかたどる作業風景

丹波小学校6年生

被災地の皆さんへ

丹波小児童一人ひとりの想いが込められて作られたうちわ

ヒマワリの　  知識

キク科の一年草。花言葉は「愛」。漢字は「向日葵」、
その名は太陽の動きに花がついてまわるとみら
れたことから。また、土壌に含まれる放射性物質
の吸収率が高いとされている。

豆

復興のシンボル、ヒマワリが描
かれたTシャツ

色とりどりに染められた手ぬぐい

ヒ
マ
ワ
リ
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
心
を
込
め
て

福
島
の
工
業
系
高
校
に
贈
り
物

峰山高生
　

峰
山
高
校（
京
崎
秀
樹
校
長
）で
は
７
月

20
日
、東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
高
校
生

を
元
気
づ
け
よ
う
と
、産
業
工
学
科
２
年
生

の
10
人
が
、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
オ
ブ
ジ
ェ

や
T
シ
ャ
ツ
な
ど
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
注
）で
ガ
ラ
ス
制
作
や
染
色
作
業
を
体
験

す
る
中
で
、生
徒
た
ち
が「
被
災
地
の
高
校

生
に
何
か
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
」

と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

被
災
地
域
で「
ヒ
マ
ワ
リ
」を
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、ヒ
マ
ワ
リ
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
　

ヒ
マ
ワ
リ
オ
ブ
ジ
ェ
11
点
の

土
台
に
、「
が
ん
ば
れ
!!
福
島
」

「
笑
顔
が
一
番
」な
ど
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
書
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、色
染
め
の
T
シ
ャ

ツ
40
枚
と
手
ぬ
ぐ
い
60
枚
を

作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、８
月
中
旬
に
同
高

か
ら
、福
島
県
の
被
災
地
域
内

に
あ
る
工
業
系
の
高
校
に
届
け

ら
れ
ま
す
。　

ち 

お
ん
い
ん

緑のふるさと林道奥寄線の概要

（注）インターンシップとは

学生が企業などで自
らの専攻や将来の職
業選択に生かすため
就業体験をすること。

いかり

た
け 

の
し
ょ
う
せ
つ

お
お
ふ
な
と

と
う
ば
い
ま
さ
あ
き

お
お
つ
ち

た

じ
ょ
う

が
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たんすぽたんすぽたんすぽ

世界大会・全国大会に挑戦世界大会・全国大会に挑戦

※市外の学校から出場する選手は、学年のあとに出身中学校名を記載。※国体出場選手は９月号で紹介します。

優　勝  弥 栄 中
準優勝  高 龍 中
３　位  久美浜中
３　位  峰 山 中

　

快
晴
と
な
っ
た
７
月
10
、
11
の

両
日
、第
８
回
京
丹
後
市
長
杯
争
奪

中
学
校
野
球
大
会（
市
教
委
、中
体

連
主
催
）が
、峰
山
球
場（
峰
山
町
）

と
峰
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
、市
内
９
校
の
チ
ー
ム
が
市

長
杯
獲
得
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
年
で
８
回
目
。10
日
の
開
会
式

で
は
、峰
山
中
野
球
部
の
嶋
田
拓
真

主
将（
３
年
）が
力
強
く
宣
誓
し
、プ

レ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。

　

翌
11
日
の
決
勝
戦
で
は
、弥
栄
中

と
高
龍
中
が
対
戦
。弥
栄
中
が
優
勝

し
市
長
杯
を
手
に
歓
喜
し
ま
し
た
。

　

第
７
回
京
丹
後
市
長
杯
争

奪
ゴ
ル
フ
大
会（
市
ゴ
ル
フ
協

会
主
催
）が
７
月
９
日
、久
美

浜
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
久
美

浜
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
６
町
か
ら
ゴ
ル
フ
愛

好
家
ら
１
１
２
人
が
参
加
。壮

年
と
青
年
の
部
に
分
か
れ
、18

ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

ノ
ー
タ
ッ
チ
ル
ー
ル
で
競
い

ま
し
た
。

　

団
体
戦
の
総
合（
壮
年
、青

年
合
計
）で
は
、弥
栄
チ
ー
ム

が
７
２
７
・
４
を
記
録
し
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　

以
下
は
主
な
大
会
結
果
。

　

第
46
回
北
丹
地
方
陸
上
競

技
選
手
権
大
会（
京
都
陸
上

競
技
協
会
、北
丹
陸
上
競
技

協
会
主
催
）が
７
月
18
日
、

峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
陸
上
競

技
場（
峰
山
町
）で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
、伊
根
町
、与

謝
野
町
の
１
市
２
町
か
ら
社

会
人
や
高
校
・
中
学
生
ら
２

１
２
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。陸

上
競
技
種
目
の
自
己
記
録
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

一
般
・
高
校
男
子
の
部
で
は
、

網
野
高
校
が
総
合
得
点
を
マ

ー
ク
し
優
勝
し
ま
し
た
。　

　クラブ対抗キス投げ釣り選手権大会（全
日本サーフキャスティング連盟主催）が７
月10日、小天橋海水浴場（久美浜町）・浜詰
海水浴場（網野町）で行われ、全国から232
人が参加し、釣り上げたキスの総重量を競
いました。今年は、レインボーキャスターズ
B（兵庫）が団体の部で優勝しました。

第43回クラブ対抗キス投げ釣り選手権大会

弥栄中が4－1で優勝

２
１
２
人
が
記
録
に
挑
戦

熱戦を勝ち抜いた弥栄中野球部の選手たち（峰山球場で）

全国から232人が参加

弥
栄
チ
ー
ム 

団
体
戦
で
優
勝

第8回　市長杯争奪中学校野球大会

第
７
回　

市
長
杯
争
奪
ゴ
ル
フ
大
会

000 100 000  1
000 310 000  4弥栄

高龍
《決勝結果》 《大会結果》

総合優勝に輝き市長杯を手にする弥栄チーム

《大会結果》
優　勝 弥　栄 727.4
準優勝 峰　山 731.4
３　位 網　野 732.8

団体戦
（総合）

優　勝 奥田　　 力（久）  75
準優勝 下田　 浩二（久）  76
３　位 前川　 昇平（網）  76

つとむ

個人戦
（青年の部）

優　勝 藪中 登喜雄（峰）  74
準優勝 小倉 　義幸（網）  77
３　位 山本　　 正（網）  78

個人戦
（壮年の部）

▲中学男子走り高跳びで記録に挑
む男子中学生　一般・高校男子４
×100mリレー決勝で第1走者から
バトンを受け取る第2走者。網野高
（黒ユニホーム）と加悦谷高の選手

▼

《大会結果》
優　勝 網 野 高
準優勝 峰 山 高
３　位 加悦谷高

一般・高校
男子

優　勝  加悦谷高
準優勝  網 野 高
３　位  峰 山 高

一般・高校
（女子）

優　勝  橋 立 中  
準優勝  江 陽 中
３　位  加 悦 中

中学女子

優　勝 加 悦 中
準優勝 江 陽 中
３　位 大 宮 中

中学男子

１
市
２
町
か
ら
、一
般
３
ク
ラ
ブ
、

　
　
　

４
高
校
、５
中
学
校
が
出
場

北丹地方陸上競技選手権大会第46回

▼

優勝旗を手にするレインボーキャスターズ
Bチーム（前列3人）と3位までの入賞チーム

球児笑顔

 

（敬称略）

網野高等学校間人分校
（2年）
（3年）
（4年）
（2年）
（3年）
（2年）
（3年）
（3年）

男子 100m
800m
4×100mR

4×400mR

走り幅跳び
三段跳び

平成23年度 全国高校定時制通信制
体育大会　陸上競技
【8月12日～14日／東京都 新宿区】

男子
個人戦・団体戦

荻野　高弘
三浦　正羊

（3年）
（3年）

女子
個人戦・団体戦

川戸　美紀
吉岡　美郁

（4年）
（3年）

網野高等学校間人分校

平成23年度 全国高校定時制通信制
体育大会　ソフトテニス

【8月8日～10日／東京都 江東区】

女子 中島　　笑　（4年）
網野高等学校間人分校

平成23年度 全国高校定時制通信制
体育大会　卓球
【8月2日～4日／東京都 世田谷区】

男子カナディアン

（3年）
（2年）

辻　　龍馬
西垣　大雅

（2年）
（1年）

板垣　雄也
能勢慎太朗

久美浜高等学校
男子カヤック

小國　健人
高谷　琢人

（3年）
（2年）

（3年）
（2年）

細口竜之介
畑中　博貴

平成23年度 全国高校総合体育大会
カヌー

【8月4日～7日／宮城県 加美町】

橘小学校（橘至誠館）
団体戦

岡本　拓海
井上　堅太
奥田　莉央

（6年）
（6年）
（6年）

（6年）
（6年）

小松　弘幸
松本　啓甫

第46回 全日本少年剣道練成大会
【7月26日・28日／東京都 千代田区】

網野高等学校

学校対抗戦

個人戦 55㎏級　高谷　大地
60㎏級　伊藤　和真
66㎏級　水野　真人
84㎏級　松嶋　　頼　

（2年）
（2年）
（1年）
（2年）

水野　真人
川尻　晃平
宇野　秀俊

（1年）
（1年）
（1年）

（2年）
（1年）

増田　拓真
澤田　龍斗

伊藤　和真
松嶋　　頼　

（2年）
（2年）

（3年）
（2年）

吉井　智仁
高谷　大地

平成23年度 全国高校総合体育大会
レスリング
【7月31日～8月4日／岩手県 八幡平市】

個人戦
網野高等学校

52㎏級　田邉　沙恵（3年）

宇野　竜二
三浦　海紀
川辺　翔平
宇野　竜二
三浦　海紀
宇野　竜二
川辺　翔平
川辺　翔平

第17回 全国高校女子レスリング
選手権

【8月16日・17日／大阪府 堺市】

　この夏、各種スポーツの世界大会や全国大会に出場する、市内在住・出
身の皆さんを紹介します。7月26日には全国高校総体などに出場する市内
在住の選手の激励会が大宮庁舎で行われ、選手らが健闘を誓いました。

高谷　大地
伊藤　和真
水野　真人

（2年）
（2年）
（1年）

 54㎏級
63㎏級
69㎏級

2011年 世界カデット・レスリング
選手権

【8月23日～28日／ハンガリー】

網野高等学校

網野高等学校

第27回 全国高校生グレコローマン
スタイル選手権

【8月16日～19日／大阪府 堺市】

個人戦 74㎏級　増田　拓真
84㎏級　松嶋　　頼　
96㎏級　吉井　智仁

（2年）
（2年）
（3年）

福知山成美高等学校
　畠中　智也
森田　和真
谷次　一研
平田　一慧

（3年・久美浜中）
（3年・久美浜中）
（3年・橘中）
（3年・峰山中）

【7月27日～8月3日／秋田県 秋田市ほか】

平成23年度 全国高校総合体育大会
サッカー

加悦谷高等学校

平成23年度 全国高校総合体育大会
ウエイトリフティング

【8月2日～6日／岩手県 奥州市】

個人戦 62㎏級　本田　大智
（1年・大宮中）

2011マドンナカップ in伊予市
ビーチバレージャパン女子ジュニア選手権
【8月11日～14日／愛媛県伊予市】

尾上　友里菜

宮津高等学校
（3年・峰山中）

ガンバレ！

りゅう

しょう

かい き

ゆ

さ　 え

フリースタイル

へい

 じ

かず ま

まさ と

だい ちたかたに

ともひと

たく ま

たより

り な

たかひろ

まさひろ

み き

み か

おのえ

とも  や

かず  と

いっけい

かず  ま

たにつぐ

たく  と

けん  と

ひろたか

りゅうの すけ

しん  た  ろう

たつ  ま

だい  ち

たか  や

ゆう  や

だい  ち

なかじま えみ

りゅう と こうへい

ひでとし

※ダブルペリア方式、壮年・青年各5人の合計スコア

り　お

けいすけ

たく みひろゆき

けん  た

各大会で健闘を宣言する選手の皆さん
　　　　　　　　　　　（7月26日、激励会で）

し
ま 

だ
た
く
ま

※カデット…16歳・17歳

※

（敬称略）

京たんごスポーツ京たんごスポーツ京たんごスポーツ

たんすぽ
たんすぽ

 

たちばな し  せいかん
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母：志乃さん　父：和幸さん
（弥栄町堤）

土肥 宥斗ちゃん（男の子）
7月生まれ・2,950グラム

し の かずゆき

ゆう とど ひ

母：早苗さん　父：裕之さん
（京都府八幡市／実家：久美浜町浦明）

山田 穂実ちゃん（女の子）
6月生まれ・2,936グラム

さ  なえ ひろゆき

ほのみやま  だ

生まれてきてくれてありがとう

このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹
介します。詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで　　：　69－0110

京都府丹後文化会館　インフォメーション京都府丹後文化会館　インフォメーション

女の一生
9/30（金）

松竹新派特別公演

　京都府丹後文化会館　　62-5200

開演…18：30
（開場…18：00）
京都府丹後文化会館
　　　（峰山町杉谷）
一般指定…3,000円
一般自由…2,000円
※当日500円高
※高校生以下無料

母：純子さん　父：達哉さん
（弥栄町黒部）

堀江 柚希ちゃん（女の子）
7月生まれ・2,768グラム

じゅん こ たつ や

ゆず きほり え

京丹後市国際交流協会navi navi

六幕

この公演は、京都府からの助成を受けて実施するもので
入場料金が低額に設定されております。

京都文化年推進支援事業

【京丹後市】（峰山町）京都府丹後文化会館・マルヨシ
書店・丹後教育会館・㈱淀徳商店・㈱学生堂・宮田教
育堂・たつみ印刷・マイン・あんだんて（大宮町）田崎
書店（網野町）モリノ（弥栄町）㈲平井商店（丹後町）
山本薬局（久美浜町）西村印章堂
【与謝野町】ジーンズカジュアルBiC・㈲アイタック
【宮津市】㈱宝来屋
【その他】にしがき全店

前 売 所

「同じ目線で向き合う」「同じ目線で向き合う」

 

び
ょ
う
ぶ
い
わ

か
こ
う
が
ん

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

ジオスタディー

新生代 中生代
第四紀 第三紀 白亜紀

約6,500
万年前

約6,000
万年前

約380
万年前

約260
万年前

約1,500万年前～
　　　　2,300万年前

段
丘
・
古
砂
丘
の
形
成

尾
坂
角
礫
凝
灰
岩

・
立
岩
・
屏
風
岩
ほ
か

日
本
海
の
形
成

花
崗
岩
の
形
成

経
ヶ
岬
の
岩
石

・
野
間
な
ど
の
堆
積
岩

岩
石
か
ら
見
る

　
　
　
丹
後
半
島
の
形
成

も
ん
が
ん

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

か
く

り
ゅ
う

お 

さ
か

　

丹
後
市
で
見
ら
れ
る
岩
石
の
う
ち
、

最
も
古
い
の
は
網
野
町
尾
坂
の
流

紋
岩
質
角
れ
き
凝
灰
岩
と
い
わ
れ
る
、火

山
の
噴
火
に
伴
っ
て
堆
積
し
た
岩
石
で
す
。

　

こ
の
岩
石
は
、丹
後
半
島
南
部
一
帯
に

見
ら
れ
る
花
こ
う
岩
と
接
し
て
お
り
、熱

変
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

花
こ
う
岩
は
今
か
ら
６
０
０
０
万
年
以

上
前
に
で
き
た
も
の
な
の
で
、そ
の
熱
変

成
を
受
け
て
い
る
尾
坂
角
れ
き
凝
灰
岩
は
、

そ
れ
以
前
に
堆
積
し
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。市

域
内
に
見
ら
れ
る
そ
の
ほ
か
の

岩
石
は
、白
亜
紀
末
以
降
に
地
下
深

く
で
固
ま
っ
た
花
こ
う
岩
や
、そ
の
後
、

日
本
列
島
が
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
分
離
し
、

日
本
海
を
形
成
し
て
い
く
過
程
で
で
き
た

火
山
岩
類
・
堆
積
岩
で
す
。　

　

丹
後
半
島
の
堆
積
岩
の
中
に
見
ら
れ
る

化
石
に
は
貝
類
や
魚
、木
の
葉
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
、

日
本
海
が
形
成
さ
れ
る
こ
ろ
の
新
生
代
第

三
紀
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
生
物
の
遺
骸
で

す
。

四
紀
で
は
氷
河
期
と
間
氷
期
の
海

水
準
変
動
の
繰
り
返
し
や
、断
層
活

動
な
ど
に
よ
る
地
殻
変
動
の
中
で
、丹
後

町
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
海
岸
段
丘
や
、

大
宮
町
や
峰
山
町
、弥
栄
町
に
見
ら
れ
る

河
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
時
期
に
、網
野
町
と
久
美

浜
町
の
古
砂
丘
も
で
き
ま
し
た
。

京

本

い 

が
い

し
つ 京

丹
後
市
最
古
の
岩
石

日
本
海
の
形
成
に
伴
う
岩
石

海
岸
段
丘
や
河
岸
段
丘

か

れ
き

が
んお

さ
か
か
く

（
観
光
振
興
課
）

友好締結後、初の来丹
高雄市観光協会

ジオサイトを取り入れた観光旅行プランを検討

▲市観光協会が高雄市から
の訪問団を歓迎（7月22日、
久美浜町で）　網野町の琴引
浜で鳴き砂をの音を確認す
る訪問団（7月23日）

▲

　

台
湾
の
高
雄
市
観
光
協
会
や
旅
行
関

係
者
ら
10
人
が
、７
月
21
日
か
ら
23
日
ま

で
の
３
日
間
、京
丹
後
市
な
ど
を
訪
れ
、

丹
後
地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

高
雄
市
観
光
協
会
と
京
丹
後
市
観
光

協
会（
福
山
勝
久
会
長
）は
、今
年
５
月

に
互
い
の
観
光
の
活
性
化
や
交
流
促
進

を
目
的
に
友
好
締
結
協
議
書
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

今
回
、新
た
な
旅
行
プ
ラ
ン
の
企
画
の

た
め
に
、市
内
ジ
オ
サ
イ
ト
の
琴
引
浜
な

ど
を
見
学
。鳴
き
砂
の
音
を
じ
か
に
確
か

め
て
い
ま
し
た
。訪
問
団
は
、市
内
の
ほ

か
、伊
根
の
舟
屋（
伊
根
町
）や
天
橋
立（
宮

津
市
）な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
山
陰
海
岸
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
を
め
ざ
す
三
府
県

議
会
議
員
の
会
」（
鳥
取
県
議
会
事
務

局
）の
総
会
が
７
月
29
日
、丹
後
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、世
界
加
盟
を
目
的
に
設
立
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
発
展
を
願

う
京
都
府
と
鳥
取
県
、兵
庫
県
の
３
府

県
の
議
会
議
員
32
人
で
構
成
。

　

総
会
で
は
、目
標
の
世
界
認
定
が
昨

年
10
月
に
達
成
し
た
た
め
、今
後
の
継

続
と
発
展
に
向
け
て
会
の
名
称
を
変
更
。

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
三
府
県

議
会
議
員
の
会
」と
改
称
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、大
成
古
墳（
丹
後
町
）と

琴
引
浜
鳴
き
砂
文
化
館（
網
野
町
）を

現
地
調
査
し
ま
し
た
。

台
湾 議

員
山陰海岸ジオパークの推進に意欲
大成古墳など現地調査
三府県議会議員の会

ジ
オ
パ
ー
ク
に
思
い
を
寄
せ
る
三
府
県

の
議
員
が
集
ま
り
総
会
が
市
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。（
丹
後
庁
舎
内
）

　日本語支援ボラ
ンティア研修会（市
国際交流協会主催）
が7月23日、峰山総
合福祉センターで
開催されました。
　同協会所属の日
本語ボランティア
スタッフをはじめ、
福知山市、綾部市、
豊岡市などの関係者やこれ
からボランティアを始めよ
うとしている人たち30人が
参加。講師の松田真希子さ
ん（金沢大学准教授）から、「全
く日本語を話せない人への
学習支援の方法」などを学
びました。
受講者の一人は、「日本語

の初心者への対応は、先生

と学習者ではなく、みんな
同じ人間だという立場や目
線で向き合うことが重要だ
と改めて感じた。聞き上手
になることも大切なポイント。
これからのボランティア活
動にぜひ生かしたい」と話
していました。

日本語支援ボランティア研修会

 

日
本
語
の
分
か
り
や
す
い
教
え
方

に
つ
い
て
説
明
す
る
松
田
講
師

　京丹後市国際交流協会事務局
（企画政策課内）　　69-0120

第

た
か 

お

↑ ↑



市職員人事異動

渡部 貴徳

中島 慎吾

新井 清宏

宮前 眞人

新規採用 [8月1日付]
久美浜病院診療部外科  医師

異動 [7月19日付] ※カッコ前は前所属
企画総務部  部長

退 職
［7月18日付］

［7月31日付］

企画総務部  部長

久美浜病院診療部外科  医長

（企画総務部  次長）

27 2011.08 262011.08

な
り
わ
い

今月のおすすめ

　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で5人のかたに
図書カード500円分をプレゼント！

◆応募方法 ◆7月号の答え

おくおおの田んぼリンピック。田んぼで行う「○○○○バレー」
和装の良さをPR。7月15日から8月31日は「○○○を楽しむ月間」
地震発生から2分までに行動することは「○○○○を守る」こと

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る
数字や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④
年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感想やイラス
トなどを明記して、秘書広報広聴課まで（宛
先は裏表紙を参照）。なお、いただいた感想や
イラストは広報紙に掲載することがあり
ます。※6番目の項目も忘れずご記入ください。

◆締め切り
8月24日（水）当日消印有効。当選者の発表は
来月号のこのコーナーで。

①200　②あみあみ　③ラリー
◆7月号当選者

小森 美幸さん（久美浜町海士）
堺 奈津美さん（網野町浅茂川）
寺田 正稔さん（奈良市）
二俣 忠敬さん（丹後町平）
松岡 貴子さん（網野町下岡）

応募総数20人、全員正解でした。た
くさんのご応募ありがとうございま
した。

おめでとうございます！

　小田急線・世田谷代田駅から徒歩5分、
築ウン十年のぼろアパート「木暮荘」。住
人は４人。人肌のぬくもりと、心地よいつ
ながりがあるアパートです。うまい、深い、
面白い。三拍子そろった会心作。

■木暮荘物語エリナー／ファージョン作
シャーロット・ヴォーク絵
石井 桃子／訳　岩波書店

三浦 しをん／著
　祥伝社

　少女エルシー・ピドックは、妖精になわ
とびの秘術を習い、誰にも負けない名手と
なりました。長い年月がたったある日、こ
の村の危機におばあさんのエルシーが立
ち向かいます。有名なお話が美しい絵本に。

■エルシー・ピドック、
   ゆめでなわとびをする

本の朗読を耳で聴く参加者

え ほんゆうめいむ うつく

き きむら

ねんげつなが

めいしゅまだれならひじゅつ

しょう

峰山図書館

た

はなし

ようせいじょ

ひ

朗読ボランティア
　　　　「てをつなごう」

代表　安田 聡子さん（大宮町奥大野）

こ ぐれ そうものがたり

さと  こ おくおお  の

きぬ や さ

へい じ

まさとし

ただひろ

おわびと訂正 ○7月号8ページで、
地域サポーターの氏名が「坂井良則さん」
とあるのは「酒井良則さん」の誤りでした。
おわびして訂正します。

　6月26日、あみの図書館で第3回「大人の“耳か
ら読書”」を開催しました。参加者32人は「絹屋佐
平治物語」の読み聞かせや「ガラスの小びん」の朗
読を聴くなど、自分で読むのとは一味違った感動
を味わいながら“耳から読書”を楽しみました。

　６月25日、峰山読み聞かせ推進活動実行委員
会の主催で児童文学作家の富安陽子さんの講
演会が峰山地域公民館で開催されました。
「妖怪とのつきあい方教えます」と題し、富安
さんが小さいころ、祖母から聞いた妖怪の話な
どをユーモラスに展開。参加者136人は、知ら
ず知らずのうちに富安ワールドに浸り、楽しい
時間を過ごしました。

江
戸
時
代
後
期
の
華
や
か
な
装
飾

ほ
り
も
の 

し

華やかに装飾されている日
吉神社の本殿

第4回目は10月に開催します。ぜひ、ご参加ください。

さ
ん
の
う
だ
い
ご
ん
げ
ん

み

な

づ
き

し
ゃ

し
ゃ

こ
ん
ぴ

ら

せ
っ
し
ゃ

う
じ
が
み

お
お
い

も

や
づ
く
り

た
ん

か
い
ば
ら

せたがや だい た

富安さんの話に聞き入る参加者

や
い
っ

し
ゃ
い
り

け
ん

ば

じ
ま
さ
さ
だ

ご
ん

図書館だより図書館だより
◆開館時間／10時～18時 （峰山・あみののみ水曜は19時まで）
　　　　　　学校などの夏休み期間（7/21～8/28）は9時開館
　　　　　　毎週月曜・毎月1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆問い合わせ先／　峰山図書館（　62-5101） 大宮図書室（　69-0672）
　　　　　　　　あみの図書館（　72-4946） 弥栄図書室（　65-2101）
　　　　　　　　久美浜図書室（　82-1771） 丹後図書室（　69-0664）

◆貸出／1人20点まで・2週間

8月図書館カレンダー
 7   8   9  10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31   1  2   3
 4   5   6   7   8   9  10

日 月 火 水 木 金 土

9

問1
問2
問3

広報クイズ広報クイズ広報クイズ

京
丹
後
市
の
文
化
財

京
丹
後
市
の
文
化
財

6464

（
網
野
町
浅
茂
川
）

耳から読書で一味違った感動を

富安ワールドで楽しい時間過ごす

あみの図書館

　朗読ボランティア「て
をつなごう」は、現在小
学生5人、中学生4人、
大人9人の計18人で活
動しています。
　主に大宮図書室で、
読み聞かせやおはなし
会などを手伝うほか、
子育てサロンや保育所などで、おはなしや
絵本の楽しさ、素晴らしさを伝えています。
　毎月の定例会では、日本語の正しい話し
方を勉強したり、それぞれの持ち味を生か
しながら、おはなし会で使用する小道具を
作ったりしています。

（
文
化
財
保
護
課
）

じ
ゃ

じ
ん

よ
し

で
ん

ひ日
吉
神
社
本
殿

ほ
ん

※
全
国
の
原
則
50
歳
未
満
の
若
手
の

市
長
で「
新
し
い
時
代
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
有
志
が
参
加
し
、現
在
57

市
で
構
成
。昨
年
８
月
か
ら
中
山

京
丹
後
市
長
が
会
長（
１
年
間
）。

  

▼
去
る
８
月
１
日
、岩
手
県
陸
前

高
田
市
の
市
役
所
仮
庁
舎
敷
地
内

の
プ
レ
ハ
ブ
を
お
借
り
し
て
、全

国
青
年
市
長
会
※
に
よ
る「
陸
前

高
田
市 

復
幸
応
援
セ
ン
タ
ー
」が

開
所
し
ま
し
た
。

▼
現
在
、
各
自

治
体
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
へ
の
支
援
は
、関
西
広
域
連

合
や
全
国
市
長
会
の
仲
立
ち
に
よ

る
も
の
の
ほ
か
個
々
の
自
治
体
間

の
相
互
防
災
や
友
好
協
定
に
よ
る

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、本
会
会
員
市
相
互

の
救
災
支
援
の
取
り
決
め
を
踏
ま

え
、開
所
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

▼
会
員
各
市
が
交
代
で
主
に
２
〜

３
カ
月
単
位
で
職
員
を
派
遣
し
、

ス
タ
ー
ト
時
に
は
松
阪
市
副
市
長

は
じ
め
全
３
市
、本
市
か
ら
も
職

員
一
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。活

動
と
し
て
は
、「
現
場
に
す
べ
て

が
あ
る
」と
い
う
理
念
で
、市
役

所
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、市
民
の

そ
ば
に
出
て
行
っ
て
全
国
各
地
の

市
民
や
民
間
の
皆
さ
ん
の
支
援
や

交
流
の
力
を
つ
な
が
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
中
心
に
市
民
の
暮
ら
し

や
生
業
、事
業
、日
常
の
幸
せ
の

復
幸
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
陸
前
高
田
に
は
、全
長
２
㌔
に

及
ぶ
高
田
松
原

が
あ
り
ま
し
た

が
津
波
で
や
ら
れ
、

現
在
一
本
松
が

踏
ん
張
り
立
っ

て
い
ま
す
。６
月

に
は
本
市
の
琴

引
浜
白
砂
青
松

保
全
委
員
会
の

皆
さ
ん
が
、松
の

苗
木
を
松
原
の

復
興
の
た
め
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
市
と
は
白
砂

青
松
の
ま
ち
の

仲
間
。ま
た
、本
市
に
は
市
内
各

町
で
多
数
の
保
存
会
な
ど
太
鼓
団

体
を
有
し
て
い
ま
す
が
、陸
前
高

田
は
〝
太
鼓
の
甲
子
園
〞
と
も
呼

ば
れ
る
全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
毎
年
開
催
さ
れ
る
太
鼓
の
里

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
復
幸
応
援
セ
ン
タ
ー
の「
看
板
」

は
津
波
で
倒
木
し
た
高
田
松
原
の

松
を
使
っ
て
、地
元
・
高
田
の
製

材
所
の
か
た
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
皆
さ
ん
の
篤
志
に
よ
り
作
っ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
い
の
ち

は
鼓
動
か
ら
始
ま
る
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、今
後
と
も
、陸
前
高

田
市
の
復
幸
に
向
か
う
い
の
ち
の

鼓
動
の
太
鼓
を
、本
市
は
じ
め
全

国
各
地
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
力
強

く
打
ち
鳴
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

▼
も
と
よ
り
、被
災
地
は
陸
前
高

田
市
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本

市
と
し
て
同
市
の
み
な
ら
ず
、引

き
続
き
多
く
の
被
災
地
の
支
援
に

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
参

加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
く 

し

　

日
吉
神
社
は
、福
田
川
の
河
口

西
側
に
あ
る
浅
茂
川
区
の
氏
神
で

す
。

　

江
戸
時
代
に
は
山
王
大
権
現
と

い
い
ま
し
た
が
、明
治
６
年
に
日

吉
神
社
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。境

内
に
は
、水
無
月
社
・
金
比
羅
社
な

ど
の
境
内
摂
社
が
あ
り
ま
す
。

　

石
段
を
上
が
る
と
拝
殿
が
あ
り
、

そ
の
奥
の
覆
屋
の
中
に
本
殿
が
あ

り
ま
す
。

本
殿
は
、

文
政
10
年（
１
８
２
７
年
）に
建

て
ら
れ
た
、一
間
社
入
母
屋
造
と

い
う
型
式
の
も
の
で
、幅
２
・
７
１

㍍
、奥
行
２
・
７
㍍
の
大
き
さ
で
す
。

　

も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、組

み
物
や
彫
刻
に
よ
り
華
や
か
に
装

飾
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。こ
の
彫

刻
は
、丹
波
柏
原（
現
＝
兵
庫
県
丹

波
市
）に
住
み
、丹
波
、丹
後
を
中

心
に
活
躍
し
た
彫
物
師
、中
井
の

第
６
代
権
次
正
貞
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。

丹
後
地
域
の
神
社
建
築
は
、江

戸
時
代
前
期（
17
世
紀
）に
は
装

飾
の
少
な
い
質
素
な
も
の
で
し
た

が
、
中

期
（
18

世
紀
）に
入
る
と
少
し
ず
つ
複
雑

な
も
の
と
な
り
、後
期（
19
世
紀
）

に
は
極
め
て
装
飾
豊
か
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

日
吉
神
社
の
本
殿
は
、江
戸
時

代
後
期
の
華
や
か
に
装
飾
さ
れ
た

神
社
本
殿
の
中
で
代
表
的
な
も
の

と
評
価
さ
れ
、平
成
５
年
４
月
９

日
付
け
で
京
都
府
登
録
文
化
財（
建

造
物
）に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
16
年
２
月
13
日
に
は

網
野
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

京
丹
後
市
発
足
に
あ
わ
せ
京
丹
後

市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
長
　
中
山
　
泰

市長エッセイ

和気　来
8

わ き いら泰いた

「復幸応援センター」を開設した全国青年市長会の（後
列右から）中山泰市長、陸前高田市の戸羽太市長、愛媛
県四国中央市の井原巧市長。前列、会員市から派遣さ
れた職員（右＝京丹後市　田�正浩主事）

「
陸
前
高
田
市 

復
幸
応
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
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海
難
者
の

　
命
を
守
る
男
た
ち

一斉に漁港を出発する所員の救助艇
　　　　　　　　　（7月13日、合同訓練で）

　

12
年
前
の
平
成
11
年
、京
都
府
水
難
救
済
会
の
立

ち
上
げ
に
伴
い
、網
野
と
久
美
浜
、丹
後
そ
れ
ぞ
れ

の
町
域
で
の
海
難
に
対
し
て
即
座
に
対
応
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
設
立
さ
れ
た
。そ
れ
が
マ
リ

ン
レ
ス
キ
ュ
ー（
救
難
所
）だ
。

「
当
時
、救
難
所
の
設
立
に
つ
い
て
網
野
町
か
ら

相
談
が
あ
り
、地
元
の
海
に
詳
し
い
漁
業
関
係
者
や
サ
ー

フ
ァ
ー
、釣
り
人
な
ど
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
て

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
」と
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

話
す
の
は
マ
リ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
網
野
救
難
所（
所
員

約
80
人
）の
東
宣
行
所
長
だ
。

ま
だ
、救
難
所
が
設
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
ろ
、大
宮

町
の
釣
り
人
が
岩
場
に
取
り
残
さ
れ
亡
く
な
っ
た
。「
新

聞
で
事
故
の
記
事
を
見
ま
し
た
。海
難
場
所
の
特
定

に
時
間
が
か
か
り
、救
え
た
命
が
救
え
な
か
っ
た
の

で
は
」─
─
。東
さ
ん
は
憤
り
を
覚
え
た
と
い
う
。

　

救
難
所
は
、一
年
を
通
し
て
舞
鶴
海
上
保

安
部
や
市
消
防
本
部
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば

出
動
す
る
。

岩
場
な
ど
の
捜
索
も
あ
る
。「
浜
詰
な

ど
の
岩
場
で
は
、浜
詰
の
所
員
に
誘
導
し

て
も
ら
い
ま
す
。海
面
下
の
状
況
は
地
元

の
人
間
に
聞
く
の
が
一
番
で
す
」と
東
さ
ん
。

　

７
月
13
日
、マ
リ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
網
野
救
難

所
と
舞
鶴
海
上
保
安
部
、市
消
防
本
部
に
よ
る
合
同

海
難
救
助
訓

練
が
行
わ
れ
た
。

「
小
浜
海
水

浴
場
の
北
側

の
磯
場
で
、男

性
２
人
が
貝

取
り
に
行
っ

て
帰
っ
て
こ

な
い
」―
―
と

の
想
定
だ
。　

　

ま
ず
、消
防

本
部
が
通
報
を
受
け
て
保
安
部
に
海
難
発
生
を
連
絡
。

そ
の
後
、出
動
要
請
が
救
難
所
に
入
っ
た
。

「
20
㍍
間
隔
、10
ノ
ッ
ト
で
ポ
イ
ン
ト
へ
向
か
う

よ
う
に
」と
の
指
示
が
、東
所
長
か
ら
所
員
に
無
線

連
絡
さ
れ
た
。所
員
は
、浅
茂
川
漁
港
か
ら
一
斉
に

出
航（
＝
写
真
）。東
所
長
の
指
示
ど
お
り
に
編
成
を

組
み
、捜
索
を
行
っ
て
、海
難
者
に
見
立
て
た
人
形

を
救
助
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、所
員
20
人
が
訓
練
に

参
加
。釣
り
船
や
小
型
船
な
ど
15
隻
を
救
助
艇
と

し
て
使
用
し
た
。

舞
鶴
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課
長
の
安
達
さ
ん

は「
マ
リ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
網
野
の
か
た
に
は
と
て
も
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
参
加
で
訓
練
が
で
き
て
と

て
も
頼
も
し
い
」と
同
救
難
所
へ
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
緊
急
時
は
、所
員
同
志
の
信
頼
が
と
て
も
重
要
。

一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
た
い
と
思
っ
て
所
員

の
誰
も
が
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」と
東
さ
ん
の

声
に
力
が
入
る
。

▼
第
93
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
大
会（
８
月
６
日
の
開
幕

か
ら
15
日
間
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
47
都
道
府
県
の
49
の
代
表

校（
北
海
道
は
南
北
、東
京
は
東
西
）

が
甲
子
園
で
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。常
に
ド
ラ
マ
が

あ
り
、感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ひ
た
向
き
に
、真
直
ぐ
に
野
球
に

打
ち
込
む
球
児
た
ち
の
姿
は
、体

も
心
も
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
市
内
で
も
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や

世
界
大
会
に
出
場
す
る
生
徒
が

い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
厳
し
い
練

習
を
重
ね
て
、自
己
の
記
録
や
チ
ー

ム
の
た
め
に
力
を
出
し
切
る
。記

録
も
大
事
で
す
が
、結
果
は
ど
う

で
あ
れ
挑
戦
す
る
こ
と
が
す
ば

ら
し
い
で
す
。頑
張
れ
！
／
輝

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

ひと ・人・ ヒトひと ・人・ ヒト

こまめな水分・塩分補給
外出時は帽子の着用
無理な運動はしない  など

！！！！

！！！！

！！！！

人口・世帯数

男　　   29,348人
女　　   31,360人
計　　   60,708人
世帯数　22,231世帯

（－21）
（－13）
（－24）
（＋3）

7月1日現在・カッコ内は前月比。
住民基本台帳による。

あずま のぶ ゆき

もあさ がわ

東  宣行 さん（61歳）
網野町浅茂川

京都府水難救済会マリンレスキュー網野救難所

京
丹後
人
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熱中症を防ごう！
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